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図 2.28　諏訪湖の貧酸素水塊の将来変化

　また、本年 9 月 8 日にセンテラスサ
ロンにおいて GX・地域レジリエンス
工学キックオフシンポジウムを開催し
た。グループメンバーからの研究の紹
介および共同研究講座からの情報提供
があり、グループがもつ研究シーズを
紹介し、参加者とのコミュニケーショ
ンを通じた、研究戦略を練る場とした。
学外からの出席も多く、64 名の出席で
あった。

　この他、グループ内メンバーでの科研費の申請を行った他、種々の新規研究の検討を実施した。ま
た、11 月 26 日のメディア向けイベントに参加し、工学研究科の広報を支援した。
　さらに、工学研究科・大阪府教育庁・日本気象協会の連携により、学校における落雷被害軽減に取
り組むこととし、3 月 24 日にプレスリリースを発出した。
2．次年度以降の計画・展望

　2-3 年目（次年度、次々年度）の計画として、当初より以下のものを予定している。
・個別研究の一層の推進と国内外大学・機関との連携研究
・防災・減災、低炭素・脱炭素技術への活用、地域のもつ課題との統合
・国・自治体と連携した観測の試行
・大型研究予算への申請検討開始
　個別研究の推進については、本年度検討を着手した新規研究について、研究内容の具体化を行い、
自治体や各機関へのヒアリングを実施して、研究ニーズや社会実装の可能性を精査し、研究公募への
応募を検討する。GX および地域のレジリエンスに資する検討を進め、グループ内メンバー間の連携
活性化により、新たな研究開拓を行う。
　また、本年度の活動に根ざしたものとして、長野県諏訪湖環境研究センターの研究連携の拡大の他、
大阪府教育庁・日本気象協会との連携により教員を対象とした雷の危険度の予測の試行提供を行うな
ど、研究成果の社会実装に努める他、自治体との連携をより一層進める。

図 2.29　シンポジウム実施内容
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■先読みシミュレーション � � � � グループ長：森川　良忠（物理学系専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　2025 年 9 月 1 日～ 9 月 5 日の日程で、第 47 回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン
（CMDⓇ）ワークショップをオンラインで開催した。ビギナーコース、アドバンストコース、スーパー
コンピュータコース、スピントロにクスコース、マテリアルズインフォマティクスコース、エキスパー
トコースの 6 つのコースを開講し、受講者の多様な目的に応えることとした。また、最近のこの分野
での研究動向について、Daniel Packwood 京都大学准教授、石井　史之 金沢大学教授、石橋　章司 
筑波大学 / 産業技術総合研究所研究員に先端研究事例講義をお願いした。受講生、講師、チューターを
含めて 78 名の参加があった。このワークショップは Linux 上で Character User Interface（CUI）を用
いた実習を行っている。つまり、Linux 上でターミナルを開いて、そこでコマンド操作で作業を行う。
　2026 年 2 月 23 日～ 2 月 27 日の日程で、第 48 回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン

（CMDⓇ）ワークショップをオンラインで開催した。やはり 6 つのコースを開講し、佐藤　龍平 東京
大学助教、岩佐 豪 北海道大学助教授、水上　渉　大阪大学教授、に先端研究事例講義をお願いした。
受講生、講師、チューターを合わせて 68 名の受講生があった。
　テクノアリーナ「インキュベーション部門：連携融合型」令和 7 年度 第一回「先読みシミュレー
ション」グループ フォーラムを 2025 年 4 月 4 日に開催した。以下のようなプログラム内容である。

「表面と分子　―ナノ分光と理論解析の協奏―」
2025 年 4 月 4 日（金）　大阪大学吹田キャンパス　工学研究科 M1-214 講義室
15：00-15：45　依頼講演　「よく規定されたモデル触媒における表面反応の微視的解明」
         吉信　淳（東京大学物性研究所・教授）
15：45-16：30　依頼講演　「化学から見た分子スピンの量子ビット応用」
         米田忠弘（東北大学多元物質科学研究所・教授）
16：30-16：50　「材料科学における実験と理論の橋渡し
 ―機械学習力場を用いたマルチスケールシミュレーション―」
         Halim Harry Handoko（大阪大学大学院工学研究科・助教）
16：50-17：10　 「分子動力学シミュレーションによるチアヘテロヘリセン誘導体のキラル認識メカ

ニズム評価」
         Changing Ye（大阪大学大学院工学研究科・D3）
17：10-17：30　総合討論

2．次年度以降の計画・展望

　2026 年度は以下のような活動を行う予定である。また、まだ予定をはっきりとは立ててはいないが、
ベトナムやインドネシアでもアジア・コンピューテーショナル・デザインワークショップを行うこと
を検討している。さらに、計算科学分野に関するフォーラムの実施も検討を行う。
1） 第 49 回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン（CMDⓇ）ワークショップ
　 2026 年 8 月 31 日～ 9 月 4 日
2） 第 50 回コンピュテーショナル・マテリアルズ・デザイン（CMDⓇ）ワークショップ
　 2027 年 2 月 22 日～ 26 日
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■もったいない工学 � � �グループ長：池　　道彦（環境エネルギー工学専攻） 
副グループ長： 宇山　　浩（応用化学専攻） 

原　圭史郎（フューチャーイノベーションセンター）

1．今年度の活動概要・成果

　グループとして重点を置いた、（1）脱プラスチック・プラスチック資源循環に関する活動（宇山副
グループ長担当）、および、（2）吹田市との脱炭素化に関する官学連携に関する活動（原副グループ
長担当）において以下の活動を行った。

（1）脱プラスチック・プラスチック資源循環に関する活動　

　脱プラスチック・プラスチック資源循環に関する活動においては SSI と連携して、大阪・関西万博
における文部科学省「わたしとみらい、つながるサイエンス展」における成果の展示・実演、地域小
学生を対象とした環境教育（体験学習：プラごみを用いるコースターづくり）、地域ロータリークラブ
や NPO と連携した河川の清掃活動等を行った。また、社会的要求の高い混紡繊の分別・リサイクル
に関する技術を開発し、成果を積極的に配信した（ResOU, https://resou.osaka-u.ac.jp/ja/research/2025/ 
20251014_1）。また、宇山副グループ長と池グループ長の研究チームの連携による研究開発として、昨
年度採択された環境省　環境研究総合推進費（環境エネルギー工学専攻 井上大介准教授代表）、およ
び NEDO バイオものづくり革命推進事業（株式会社ちとせ研究所からの委託 池機関代表）において、
排水・廃棄物を原料としたバイオプラスチック生産技術の開発に取り組み、着実に成果を上げている。

（2）カーボンニュートラルに関する広域連携および産官学連携

　24 年度に実施した、西宮市、尼崎市、豊中市、吹田市の 4 自治体の広域連携でのフューチャー・デ
ザインの実践について、研究成果・分析結果の取りまとめを進めた。また、工学研究科モビリティシ
ステム共同研究講座の研究活動の一環で、関西電力株式会社と連携し、2060 年のエネルギーシステム
のあり様を検討するフューチャー・デザインを実施するとともに、実践の効果分析を行った。国際連
携の観点では、ドイツの気候変動に関する研究機関である GERICS の研究者と研究交流を進めた。そ
の結果、ドイツ・ハンブルグ市において、GERICS の研究者が主宰する、都市サステイナビリティを
テーマとしたフューチャー・デザインが実施され、学術的なサポートを行った。これらの成果につい
ては年度内に取りまとめを行う。
2．次年度以降の計画・展望

（1）脱プラスチック・プラスチック資源循環に関する活動　

　脱プラスチック・プラスチック資源循環に関する社会活動として、小学生向けの体験型環境教育（プ
ラごみを使ったアップサイクル）、地域ロータリークラブや NPO と連携した河川の清掃活動を今後も
継続し、地球環境を守る未来の担い手育成に努める。研究活動では、排水・廃棄物を原料としたプラ
スチック生産、プラスチック・繊維のリサイクル・生分解性材料に関する技術開発を産学連携の形で
継続する。

（2）カーボンニュートラルに関する産学官連携とフューチャー・デザイン

　引き続き、自治体間連携および産学官連携に基づくカーボンニュートラルを目指したフューチャー・
デザイン実践と研究を進める。例えば、政府会議体である近畿地域エネルギー・温暖化対策推進会議
においては 2024 年度にフューチャー・デザイン分科会が設置され、カーボンニュートラルのための産
学官連携のプラットフォームが構築されている。これらの既存のプラットフォームとも適宜連携しつ
つ、未来ビジョン実現に向けて社会変革を促進するための研究および実践を進める計画である。
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■ IoTプラットフォーム工学 �� �グループ長：廣瀬　哲也（電気電子情報通信工学専攻） 
副グループ長：三浦　典之（情報科学研究科）

1．今年度の活動概要・成果

　IoT プラットフォーム工学では、様々なセンサデバイス、信号処理系を統合し、また環境発電技術
と組み合わせることで、マルチモーダルセンサ技術に向けた高効率かつメンテナンスフリーを実現す
る自律分散型 IoT プラットフォームを構築することを目指している。これまでの議論の結果、センサ
デバイス、集積回路システム、そして環境発電素子それぞれの高性能化・高機能化のみならず、相互
に連携した技術開発が不可欠であることがわかってきた。学内外の関係者間で継続して相互連携を図
り、研究開発を継続する。
　これまでの成果として、研究者間で相互協力することにより国家プロジェクト等の獲得につながっ
ており、研究成果の進展が期待できる。
2．次年度以降の計画・展望

　本グループは現在推進中のプロジェクトをさらに継続し、進展させる予定である。センサ、信号処
理、環境発電技術を基本とし、マルチモーダル技術、高度ネットワーク技術等を組み合わせることで
次世代デジタルツインの構築に向けた基盤技術研究開発を継続する。

《社会課題解決型》

■ 1 F-2050 � � � � � �グループ長：村田　　勲（環境エネルギー工学専攻） 
副グループ長： 牟田　浩明（環境エネルギー工学専攻） 

北田　孝典（環境エネルギー工学専攻） 
佐藤　文信（環境エネルギー工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　1F-2050 は、2022 年 10 月に設立されたインキュベーション部門社会課題解決型グループであり設立
4 年目に入っている。1F-2050 は、東京電力福島第一原子力発電所（1F）事故で発生した異常な現象
の解明を研究テーマの中心とし、その成果を幅広く公開していくことを目指している。最終的には、
日本のエネルギーの未来に資することを目標としている。今年度の活動概要は以下の通りである。
○原子力規制庁主催の 1F 事故分析検討会への参加

　原子力規制庁が実施する「東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析にかかる検討会」に
アカデミアとして公式に参加し議論を行っている。今年度は、第 51 回から第 54 回の会合に参加し、
意見を申し述べ議論を行った。特に 1 号機で発生した異常現象については、大阪大学がコンクリート
など材料挙動に関するメカニズム解明研究を主導的に行っている。第 54 回では大石佑治教授が検討会
にて報告を行う。
○英知事業（国際協力型廃炉研究プログラム（日英共同研究））の実施

　牟田浩明教授（副グループ長）が研究代表者である、英知事業「革新的分校画像
解析による燃料デブリの可視化への調整と LIBS による検証」（令和 5 年度からス
タート）を実施した。今年度は最終年度であるが、英国の HSI 技術（物質分類）と
我々が開発した LIBS 元素分析の組み合わせにより、炉内物質を遠隔で識別できる
可能性を示すことに成功している。詳細は、Youtube（右の QR コードから視聴可
能）にて公開されている。
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○英知事業（課題解決型廃炉研究プログラム）の採択

　副グループ長である佐藤文信教授がコーディネートする形で、1F-2050 から 2 つの英知事業（課題
解決型廃炉研究プログラム）が採択されており、研究を進めている。グループメンバーである林高弘
教授（機械工学専攻）が申請した「視界不良・高線量下での空間認識のための超音波可視化技術」研
究課題は、1F の燃料デブリを取り出す際の視界不良を超音波で補う技術の開発である。また、福田知
弘教授（環境エネルギー工学専攻）が申請した「耐放射線性を有するレーザスキャナと AI・画像処理
による 3D モデリング法の開発」と題する研究課題は、地震及び原発事故により破壊された 1F 内部の
状態を様々な計測情報から数値的に再現する、という技術の開発である。これら 2 つの研究を進めた。
○規制教育の推進による 1F 研究への貢献

　原子力規制人材育成事業（大阪大学 OJE 接続型原子力規制人材育成）が、副グループ長である北田
孝典教授を中心に進められてきた。この事業は、令和 7 年度で終了するが、新たな事業を令和 8 年度
からスタートすべく準備を進めている。そのため、前倒し的に今年度、原子力規制庁と新たな規制に
関連する学生向け講義を工学研究科内でスタートさせた。これは、牟田副グループ長が中心となって
進めており、「原子力安全特論」で規制庁の職員の皆様に 15 コマの講義をいただいたほか、「先端特別
講義」では、前の原子力規制委員会委員長である更田豊志氏と、前の環境省事務次官である森本英香
氏にご講演をいただき議論を行った。
2．次年度以降の計画・展望

○ 1F 事故解析

　引き続き 1F 事故の異常現象解明を目指し、ペデスタル部コンクリートの異常な破壊事象をはじめ、
事故メカニズムの解明研究を続ける。
○英知事業等大型予算申請の実施

　令和 8 年度の英知事業（課題解決型廃炉研究プログラム）及び原子力システム研究開発事業（文科
省）に、1F-2050 グループとして応募を行う。
○ 1F 検討会への参加

　引き続き、大阪大学（1F-2050）として、東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析にか
かる検討会に参加する。
○英知事業の遂行

　令和 6 年度に採択された、林教授及び福田教授の 2 件の英知事業（課題解決型廃炉研究プログラム）
について研究を進める。
○規制教育の推進

　令和 7 年度で終了となる原子力規制人材育成事業に引き続き、令和 8 年度から新たに申請する。本
事業では、原子力規制庁のほか、福島高専との連携を深めたプログラムとなっており、事業の採択・
不採択に関係なく、プログラムを進めるべく、準備を進めている。
○シンポジウム等

　令和 8 年度からの原子力規制人材育成事業の一環として、阪大福島拠点においてシンポジウムを開
催する。これには、前の規制委員会委員長である更田豊志氏と、前の環境省事務次官である森本英香
氏にご講演を行っていただく予定である。また、これまで 1F-2050 グループとして、3 件の英知事業
に採択されており、成果が出そろってきており、専門家と意見交換を行うフォーラム開催も考えている。
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■遺伝子治療用ベクター製造に関する研究開発と人材育成�
　　 � � � � � � � �グループ長：大政　健史（生物工学専攻） 

副グループ長：内山　　進（生物工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　近年、多くの遺伝性疾患について、遺伝子レベルでの発症メカニズムが明らかになりつつあり、遺
伝子治療が根本的な治療法として開発が進められています。特に近年、欧米を中心として遺伝子治療
の規制当局による承認、市場化が急速に進展しています。現在では、遺伝子導入を行った細胞を人に
投与する ex vivo 遺伝子治療だけでなく、遺伝子を直接人に投与する in vivo 遺伝子治療も盛んに開発
が進められています。
　本グループでは、大阪大学工学研究科が得意とするバイオテクノロジーを駆使したバイオものづく
り、の経験に基づいて遺伝子治療等で必要となるベクターを製造するための技術開発を医学や薬学の
専門家と一緒に積極的に行い、さらに、人材の育成に取り組むことで、早期の臨床開発の実現に貢献
することを目的としています。
　本年度は、引き続き、これらの活動を行うと共に、これまで立ち上げた AMED 関連のプロジェク
トの立ち上げた活動を中心に行いました。

【2023 年度に採択された AMED プロジェクト】

① 大阪大学医学部附属病院（代表）・工学研究科（分担代表・内山）　「再生・細胞医療・遺伝子治療研
究実用化加速に向けたウイルスベクター製造・提供基盤整備に関する研究開発」（R5 年度採択）

② 工学研究科（代表・内山）・民間企業（分担）　「FIH 試験用高品質遺伝子治療用ベクター製造」（R6
年度採択）

【2024 年度に採択された AMED プロジェクト】

① 次世代バイオ医薬品製造技術研究組合（代表・
大政）・工学研究科（分担代表・内山）「遺伝子
治療開発加速化研究事業：課題 1：ウイルスベ
クターの製造技術開発（チーム型）」（6 年間）

② 一般社団法人バイオロジクス研究・トレーニン
グセンター・工学研究科（分担代表・大政）「遺
伝子治療開発加速化研究事業　課題 3：遺伝子
治療、細胞療法の開発 ･ 製造に関わる人材の育
成」（6 年間）

　特に 2025 年度に特筆すべき内容としては、政府
の日本成長戦略会議の「合成生物学・バイオ」の
WG 委員に、グループ長の大政が就任し、遺伝子治療ベクター製造も含めたバイオロジックス製造の
エコシステムの重要性を訴えております（図 2.30 参照）。これらの活動に基づいて、様々な形で、バ
イオ医薬品製造に関する国のプロジェクトが立案されることを期待しています。
2．次年度以降の計画・展望

　2025 年度から、副グループ長・内山においては、現在採択されている AMED プロジェクトを基盤
として、別途、テクノアリーナ最先端研究拠点部門の立ち上げを行っています。そこで、本インキュ
ベーション部門では、将来を担う人材育成のため、教育プログラムを設置について検討し、テクノア
リーナ最先端研究拠点部門と連携・融合しながら、さらに関連する協働研究所と連携もしながら、様々
な情報発信を行っていきます。

図 2.30
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（3）若手卓越支援部門（若手卓越教員）

研究課題

筋肉・受容器・神経デバイスの超分散化で切り拓く無脳ロボティクス〈2021 年度採択〉 
　　　　 増田　容一（附属フューチャーイノベーションセンター／機械工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　有機的ロボットアーキテクチャの確立に向けて、解剖
体計測、モデル最適化手法、人工筋制御法、運動学習手
法の開発に取り組んだ。
　動物体内の潤滑および癒着を再現するために、シカ解
剖体の染色による潤滑部位と癒着部位の計測を行った。
さらにシカを解剖するなかで、偶蹄類に特有の骨形態から
生じる骨運動と関節の連動現象を発見、調査し、解剖学
系論文への出版を行った。CT を用いて連動性を計測し、
種間の比較を行った。現在は本現象の力学的作用を調査
する実験系を構築して解剖学系論文誌に投稿中である。
　複雑な筋骨格ロボットを設計するためには、多数のパ
ラメータの決定問題が生じる。そこで解剖データと最適
化により、モデルパラメータを生物へマッチングさせる
手法を開発した。ウマ後脚内に存在する関節間の連動性を調査するために、各関節にバネ力を印加し
て連動性を計測する新たな手法を開発し、計測実験を実施した。今後は本データを用いて、生体力学
的な観点でウマ解剖体に漸近するシミュレーションモデルおよびロボットモデルの構築を行う。
　生体模倣ロボットの制御において、非線形を備える人工筋の制御は大きな課題であった。本研究で
は、生体筋に備わる錘内筋および錘外筋の相互作用に着目することで、人工筋の長さを容易に制御す
る手法を開発し、国際会議に投稿中である。本件は特許を申請中である。
　筋骨格構造の理解と応用を目指した研究として、筋骨格構造がニューラルネットワークと理論的に
等価になることを活用した運動学習手
法を開発した。筋肉には非線形の弛み
特性が備わっており、これが機械学習
で用いられる ReLU 関数と等価に扱え
る。これは筋骨格構造がニューラル
ネットワークと同等の情報処理能力を
備えることの理論的な実証であり、こ
の性質を活用することで学習に要する
モデルサイズを著しく削減できること
を示した。
2．次年度以降の計画・展望

　次年度以降では、これまでに確立した身体設計法、モデル最適化手法、造形技術を統合しながら新
たに開発した学習手法へと統合していく。特に適切に設計されたロボットの身体性が学習モデルを削
減する現象の理解を進め、下位の身体ダイナミクスや反射系を、上位制御と統合する学習系設計論の
確立する。これまでに引き続き、現在の MPC ベースの手法や、学習ベースの手法に比肩しうるデモ
を示すことを目標とする。

図 2.31　「癒着と潤滑」部位の計測

図 2.32　筋骨格系とニューラルネットワークの等価性を示した
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研究課題

ミクロ空間から解き明かす亀裂岩体のふるまいと長期性能〈2022 年度採択〉 
　　　　 緒方　奨（附属フューチャーイノベーションセンター／地球総合工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　本研究では、課題（A）「亀裂の造成とそのミクロな内部空間構造を予測する解析手法の構築」、課題
（B）「亀裂の造成からその先超長期に渡る挙動をミクロ空間も含めて予測可能なマルチスケール・マル
チフィジックスシミュレータ GEF-REMMS の構築」、課題（C）「開発したシミュレータの室内実験レベ
ルでの妥当性検証」、課題（D）「開発したシミュレータの実現場レベルでの妥当性検証」、課題（E）「高温
岩体発電の地熱貯留層事前設計に資する大規模数値実験」をそれぞれ実施する予定である。本年度は、
特に課題（D）と（E）に注力して取り組んだ。その中でも課題（D）に関する主な成果を以下に示す。
　本年度、課題（D）では、昨年度までに開
発してきたマルチスケール・マルチフィ
ジックスシミュレータを用いて、秋田県雄
勝で実施された高温岩体発電の現場実証実
験（25 日間の破砕過程及びその後の 150 日
間に渡る地熱流体循環過程）に対する再現
計算を行った。その結果、地熱開発におい
て特に重要となる地熱貯留層における生産
流体の温度変化を時系列で的確に再現する
ことに成功し（図 2.33）、実フィールドで
の現象に対するシミュレータの高い妥当性
を確認することができた。
　さらに、開発してきたシミュレータ等を
用いて次世代地熱開発の社会実装を目指す課題提案（研究代表者）が、JST・ディープテック・スター
トアップ国際展開プログラム（D-Global）に R7 年 10 月に採択され（3 年間で約 3 億円の支援、本事
業に採択されたのは本学で初めて）、本事業の中で本学発の地熱開発スタートアップの 2027 年立ち上
げに向けた研究開発に取り組んでいる。また、これまでの成果を軸に地下深部の複雑現象と岩盤特性
の時空間発展に対する予測・検知・制御を実現するデジタルツインの創出を目的とした学術領域「地
下深部デジタルツイン学の創成：地下岩盤特性の予測・検知・制御への挑戦」を領域代表者として提案
し、科研費大型種目・学術変革領域 B の新規領域として採択されている（R8 年度 4 月より領域開始）。

【査読有学術雑誌論文（和文 1 編・英文 4 編、以下の論文の他 4 編）】：
［1］ Yutaro Maeda, Sho Ogata（責任著者）…Kiyoshi Kishida, et al.: Modeling of Hydraulic Fracturing 

Process in Crystalline Rock Reflecting Actual Mineral Distribution Using FDEM based on Extrinsic 
Cohesive Zone Model, Computers and Geotechnics, Vol. 192, 107873, 2026. 

2．次年度以降の計画・展望

　今年度までで課題（A）～（D）の大部分は遂行できたため、次年度は特に課題（E）に注力して取
り組む。注力項目として、課題（E）では、国内で想定される様々な実環境での高温岩体発電を想定
した数値実験を行い地熱貯留層の事前設計に資するデータ群を明示し（R8 年度）、今後我が国での高
温岩体発電の実用化促進、ひいては「地熱大開発時代到来」に向けた礎となる成果を発信する。なお、
この数値実験で用いる実環境データの収集は既に今年度で概ね実済みであり、R8 年度にスムーズに数

図 2.33　下部生産点での温度変化の比較結果
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値実験に着手できるよう状況は整っている。また、次年度中に可能であれば、数値実験に基づく貯留
層設計の現場実証試験（小規模）も行い、これまでに開発してきた研究成果の実フィールドにおける
実証事例を創出したいと考えている。

研究課題

発生と疾病のバイオフォトメカニクス〈2022 年度採択〉 
 松﨑　賢寿（附属フューチャーイノベーションセンター／物理学系専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　本研究では、臓器の発生や疾病化に関わる硬さ”の役割の解明に向け、光計測・光制御技術を組み
合わせた新規実験システムを開発、バイオロジー・フォトニクス・メカニクスを融合した分野を創生
することを究極の目的としている。2022 年度に採択されてから、2025 年度も引き続き、光計測と光制
御を取り入れた独自の光学顕微鏡の技術開発を進めてきた。特に、申請者は光干渉と光蛍光とを同時
にイメージング技術の開発を得意としている。光干渉法（ IRM：Interference reflection microscopy）
は、単色光が形成する干渉縞から細胞表面のナノ構造が可視化できるだけでなく、フェムト秒レーザー
を光源として導入して、細胞組織の物性を蛍光情報から取得が可能となっている。このような要素技
術の開発に止まらず、本年度はバイオマテリアル（論文 1：Yoshikawa, . . . , Matsuzaki et al., ChemRxiv 
2025）から大動脈解離まで幅広く展開し、解離の指標となる物性・構造の定量評価に成功した（論文
3，Yoshioka, . . . , Matsuzaki et al., bioRxiv 2025）。このような申請者の基礎技術の開発から応用展開
の取り組みが、国内雑誌にも数多く掲載している（論文2：Matsuzaki et al., Japanese Journal of Optics 
2025，論文 4：Matsuzaki et al.,生物物理学会誌 2025）。
　以上により、申請者が開発を進める顕微鏡法を用いて、生体の臓器恒常性における硬さの役割を解
明する「発生と疾病のバイオフォトメカニクス」分野の礎が育ちつつある。以下のリストに示す通り、
令和 6 年度の報告書記載時点に比べて、論文 4 件、受賞 2 件、外部資金 2 件、企画 1 件、招待講演 4
件、メディア報道 1 件と潤沢な成果として結実している。

図 2.34　申請者が進める、発生と疾病のバイオフォトメカニクス分野の展開
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【論文】4 件
1． Spatiotemporal Control of Formation of Dynamic Protein Fiber Networks via Photophysical Effects 

of a Focused Laser Beam ChemRxiv 25 March 2025 （Version 1）2025 年 3 月 25 日
2． 超解像反射干渉顕微鏡の開発　松崎賢寿、吉川洋史　日本光学会「光学」2024 年日本の光学研究

を代表する成果に選出　Vol. 54（6） 234-234 2025 年 6 月
3． Pathological Angiogenesis Precedes the Onset of Aortic Dissection、Kazuaki Yoshioka, Kenji Iino, 

Yukinobu Ito, Tomohiro Iba, Takahisa Matsuzaki, Nanami Sakurai, Masafumi Horie, Tomoaki 
Matsuyama, Taku Wakabayashi, Aya Matsui bioRxiv 2025 年 9 月 16 日

4． 細胞膜のナノ構造・物性を可視化する光干渉イメージング、松﨑賢寿、吉川洋史 生物物理学会誌 
Vol. 65（No. 6（通巻 382 号））2025 年 12 月

【受賞等】2 件
1． （指導学生の受賞）MBSJ-EMBO Poster Award 2025（全エントリー 1,599 件中上位 3％）、マウス

潰瘍性大腸炎における力学的・生物学的特性の時空間分布計測　Kazuki Shimada, Hiroshi Y. 
Yoshikawa, Hirotaka Tao, Takahisa Matsuzaki

2． （指導学生の成果）ライフォミクス若手リトリート 2026 ポスター賞 学部部門 最優秀賞、大阪大
学　先導的学際研究機構・ライフォミクス統合研究部門

【外部資金】2 件
1． 心臓恒常性に資する硬さ分布の定量解明　サムコ科学技術振興財団 研究助成　2025 年 10 月－2026

年 9 月　松﨑賢寿
2． 局所硬化に基づく血管形成の力学機序の定量解明 日本学術振興会 科学研究費助成事業 挑戦的研

究（萌芽）2025 年 6 月－2027 年 3 月　松崎 賢寿
【企画】1 件
JST 創発的研究事業 ライフの狭間【第二弾】（創発研究者限定、Organizer） 企画立案・運営等　伊藤
綾香、藤田幸、中澤直高、松﨑賢寿　2025 年 7 月 30 日－2025 年 7 月 30 日

【招待講演】4 件
1． 自発的な融合の場【ライフの狭間】 開催事例の紹介 松﨑賢寿 JST 創発的研究事業　第 4 回「融合

の場」2025 年 7 月 28 日　一期生代表
2． “硬さ”に基づく多様な生命現象の定量解明 松﨑賢寿 JAPAN BIO AFM MEETING（Bruker Inc 

主催）2025 年 7 月 29 日
3． 硬さに基づく生命現象の定量解明　松﨑賢寿　第 11 回 日本筋学会学術集会　先端バイオエンジニ

アリングが拓く高次筋組織構築技術と応用展開 2025 年 8 月 23 日
4． Quantitative Evaluation of the Cellular Mechanics to Understand the Organ Regeneration and Cancer 

Progression NanoLSI Open Seminar （Kanazawa University）2025 年 12 月 5 日
【メディア報道】1 件
1． 薄膜研究 10 人に助成 サムコ振興財団 日刊工業新聞、京都新聞、日本経済新聞 2025 年 7 月
2．次年度以降の計画・展望

　2026 年度も光計測・光制御技術の更なる技術開発を進めつつ、多様な臓器組織の恒常性に関わる硬
さの解明を目指して研究を進める。2025 年度は民間財団および科研費（挑戦的研究萌芽）の支援を獲
得し、部局・専攻の壁を超えた共同研究に指導学生が多く関わり、学会等での発表で賞の獲得に繋がっ
ている（MBSJ-EMBO Poster Award 2025（全エントリー 1,599 件中上位 3％）の受賞、ライフォミ
クス若手リトリート 2026 ポスター賞 学部部門 最優秀賞）。申請者が推し進めるバイオ・フォトニク
ス・メカニクスが融合した新領域において学生が育ち、そして多様な臓器発生と疾病化の機序を硬さ
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の観点で解明しつつある。光学系を組み立てる研究費が大幅に不足しており、2026 年度も諦めずに大
型予算の獲得を狙う。
　フューチャーイノベーションセンターには、2022 年 4 月に若手卓越教員になってから、2024 年から
はテクノアリーナ准教授、大阪大学賞の受賞、そして 2025 年は指導学生の受賞に至り、大阪大学の研
究者として研究者としてそして大阪大学の教員として大きく成長できました。私を応援してくださる
全ての先生方、事務方の皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。頑張ります。
　フューチャーイノベーションセンターの教員として、令和 8 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰

「若手科学者賞」に採択できたこと、嬉しく、心から皆様に感謝申し上げます。

研究課題

芳香族クラスターの特性を活かした触媒機能開拓と応用研究〈2023 年度採択〉 
 西井　祐二（附属フューチャーイノベーションセンター／応用化学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　本研究課題では、かご型構造を持つクラスター分子に特有の「三次元芳香族性」という性質に着目
し、化学反応の駆動力として利用する、新しい触媒設計コンセプトの実証および実用化を目指してい
る。特に、2 個の炭素原子と 10 個のホウ素原子からなる正二十面体構造の分子である「カルボラン」
を中心に研究を進めている。マイルストーンとなる成果として、カルボランを基盤とする有機分子触
媒を新たに開発し、これが芳香族化合物のハロゲン化反応に優れた活性を示すことを明らかとし、学
術論文として Chem 誌に報告している。カルボラン触媒を用いるハロゲン化反応は、高い選択性を示
すことから、従来法では構築が困難であった、多重ハロゲン化ビルディングブロックを効率的に得る
有力な新手法として期待できる。一例として、ヘリセンのような多環式分子を出発原料として、分子
内環化を伴った、デカクロロベンゾペリレンの 1 段階合成を実現した。この分子は、①塩素分子の導
入による非平面構造、②蛍光特性の顕著な変化、③脱プロトン化を経由した更なる化学修飾が可能で
あるなど、興味深い性質を示すことが明らかとなっている。このように、独自に開発したカルボラン
触媒を利用して、新規分子の合成、およびその性質に関する研究を推進している（図 2.35）。

　また、カルボラン化合物の新たな合成手法を開発するため、ラジカル的に作用する新規カルボラン
トランスファー試薬を設計＆合成した。本試薬は、梅本試薬などに代表される、ジベンゾチオフェニ
ウム構造を持っており、穏やかな還元条件でラジカルを形成する特徴がある。予備的な成果として、

図 2.35
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フォトレドックス触媒の共存下、LED で青色光を照射することで、アルケン類へのカルボラン導入を
伴った二官能基化反応が進行することを明らかとしている。

【学術論文】
［1］  “Synthesis of dibenzoarsole derivatives from biarylborates via the twofold formation of C-As bonds 

using arsenium dication equivalents” 
  K. Nishimura, H. Iwamoto, Y. Nishii, K. Hirano,* Chem. Sci. 2025, 21433-21439.

［2］  “ ipso-Halogenation of Arylsilanes Using a Carborane Sulfide Catalyst” 
  M. Ogikubo, K. Hirano,* Y. Nishii,* Org. Lett. 2026, accepted（doi: 10.1021/acs.orglett.6c00588）.

［3］  “Synthesis and Functionalization of Decachlorobenzo ［ghi］ perylene”
   Y. Sakamoto, H. Nishiguchi, K. Hirano,* Y. Nishii,* Org. Lett. 2026, accepted （doi: 10.1021/acs.

orglett.6c00854）.
【外部資金の獲得実績】
1．日本学術振興会（ JSPS）科学研究費助成事業　基盤研究（B）2023 年度～ 2026 年度
2．科学技術振興機構（ JST）創発的研究支援事業フェーズ 2　2026 年度～ 2029 年度
2．次年度以降の計画・展望

　上述したカルボラン触媒を利用することで、多重ハロゲン化合物の合成、並びにそれらをビルディ
ングブロックとした新規ナノカーボン材料の合成研究を進める。具体的には、ヘリセンやシクロフェ
ニレンなどの非平面芳香族分子をもとに π 拡張し、クインチュレンなどの未踏破化合物の化学合成に
挑戦したい。また予備的な成果が得られている、カルボラントランスファー試薬を利用することで、カ
ルボラン化合物の合成手法を開拓し、これをもとに新たな機能性分子・高性能触媒の開発につなげる。

研究課題

「分活」を実現する分子技術の創出〈2023 年度採択〉 
 星本　陽一（附属フューチャーイノベーションセンター／応用化学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　本研究は高精密な分子設計をもって、複数のフィードストックが混在する夾雑系においても、高精
度かつ高効率的な分子変換を実現する技術の開発に取り組んでいる。令和 7 年度は JST KSAC-START

（関西スタートアップアカデミア・コアリション）の PMF ステージ研究に取り組み、デザイン型トリ
アリールホウ素触媒を用いた粗水素精製システムの効率を大幅に改善することに成功した。
　さらに、オルト－カルボランを含む新たな分子である『リチウム ビス－（オルト－カルボラニル）キュ
プラート（Li/Cu-1）』を数十グラムスケールで合成する手法を開発すると同時に、Li/Cu-1 試薬と臭
化アレーンや塩化アレーンを混ぜて加熱攪拌するシンプルな実験操作により、多様なカルボラニルア
レーンが高効率的に合成できることを実証した。カルボランは、その特異な性質（中性子を捕捉する
性質、3 次元芳香族性、ベンゼン環との生物化学的等価性）から、ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）や
OLED など機能性材料への応用が検討されてきたが、汎用性や再現性の高い、実用的なカルボラン導
入方法は確立されていなかった。今回、我々が開発したカルボラン導入技術は、従来法に比べて圧倒
的に簡便かつ高効率的、そして大スケールで実施可能なため、多様なカルボラニルアレーンの合成を
可能とするブレイクスルーとなった。
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［学術論文（査読あり；3 報）］
1． Y. Hisata, D. Morishita, Y. Hoshimoto,* “An Isolated Lithium ortho-Carboranyl Cuprate Complex 

for the Synthesis of Multiple-Carborane-Substituted Arenes from （Hetero） Aryl Bromides  
and Chlorides,” J. Am. Chem. Soc. 2025, 147, 37677-37687.  Top 10％引用論文（Chemistry; Multi-
disciplinary）

2． Y. Hisata, R. Ikeda, Y. Hoshimoto,* “Triarylboranes Bearing（ortho-Carboran-1-yl）aryl Groups for 
Catalytic Hydrogenation with Pure or Crude H2,” Org. Lett. 2026, 28, 372-376.

3． Y. Mondori, Y. Yamauchi, T. Kawakita, S. Ogoshi, Y. Uetake,* Y. Takeichi, H. Sakurai, Y. Hoshimoto,* 
“Monodentate σ-Accepting Boron-Based Ligands Bearing Square-Planar Ni （0） Centers,” J. Am. 
Chem. Soc. 2025, 147, 8326-8335.  Top 10％引用論文（Chemistry; Multidisciplinary）

［招待講演］
1． Y. Hoshimoto, “Exploring Novel Strategies for Hydrogenation Using Designed Triarylboranes 

Catalysis”, The 10th Asian Conference on Coordination Chemistry, Hanoi, Vietnam. 
2． Y. Hoshimoto, “Molecular Catalysis for H2 Purification”, The 2nd International Symposium on 

Molecular Materials for Future, Sendai, Japan.
3． 星本陽一、“デザイン型トリアリールホウ素触媒、”分子研所長招聘研究会：物質創製に基づく機

能・物性開拓　第 1 回、分子科学研究所
［受賞］
1．大阪大学賞　若手教員部門
2．令和 7 年度科学技術分野の文部科学大臣表彰　若手科学者賞
2．次年度以降の計画・展望

　引く続き、効率的な分活反応、および革新的な分子活用技術を開発するために研究を進めていく。
　具体的には、①水素貯蔵効率（H2wt ％）を大きく改善した分子材料を用いて、粗水素からの直接水素分
離貯蔵と回収技術の開発を進める。触媒となる有機ホウ素化合物の理論および実験ライブラリーを精力的
に拡張したい。②カルボランを導入する手法を更に多様化させ、様々な含カルボラン有機化合物を創出し
ていく。その上で、生物活性や中性子応答性を調査する共同研究の機会を積極的に模索していく。③ダイ
ナミックな異種二核金属錯体の創出と応用に関する研究では、金属錯体の構造的新規性（新規な結合様式、
元素間結合）に焦点をあてて、未探索の遷移金属を広く研究対象として発展させていく。X 線構造解析
や X 線吸収分光、さらに理論化学計算、電荷密度解析も総動員して、学術的に高いレベルの議論を行う。

図 2.36



57

研究課題

典型元素とπ電子の協奏が拓く革新的物質機能材料の創製〈2024 年度採択〉
 兒玉　拓也（附属フューチャーイノベーションセンター／応用化学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

【研究概要】
　本研究では、分子性物質における重要な機能源である π 電子と典型元素が協奏的に作用することで
発現する未踏の電子状態・物性・反応性を探索し、革新的機能の開拓を目指す。具体的には独自に開
発した π 電子系配位子を有する典型元素種を基盤とし、π 電子と典型元素の協奏によって初めて発現
する特異な機能を開拓することで、従来型とは異なる分子機能材料を創出する。本研究を通して、未
来社会に資する革新的な機能を有する物質材料の創製と、その設計指針の確立に貢献する。

【成果】
研究成果 1：可視光駆動型均一開裂を鍵とした世界初の 13 族典型元素レドックス反応開発

d 軌道が反応に関与しない典型元素は、酸化還元を伴うレドックス反応への応用が困難と考えられ
てきた。本研究では独自開発した π 電子系配位子を有するガリウム典型元素錯体の酸化還元反応を可
視光によって制御し、レドックスをともなう有機合成反応へ応用する新しい分子設計指針を確立した。
1本反応はガリウムのレドックスを有機合成に応用した世界初の例であり、遷移金属に依存しない持続
可能な反応設計の新たな可能性を示すとともに、典型元素を基盤とした光駆動型分子変換の展開に道
を拓くものである。

【原著論文】
1． Mukai, N.; Kodama, T.; Tobisu, M. J. Am. Chem. Soc. 2025, 147, 45432-45440.

図 2.37

２ページ以内でご記載ください

大阪大学大学院工学研究科 テクノアリーナ 若手卓越支援部門 若手卓越教員

令和7年度 活動報告書       

                                記入日  令和8年 3月3 日

研究課題

典型元素とπ電子の協奏が拓く革新的物質機能材料の創製

研究者 氏名・所属

兒玉 拓也 付属フューチャーイノベーションセンターテクノアリーナ領域 (応用化学専攻)

１． 今年度の活動概要・成果

【研究概要】本研究では、分子性物質における重要な機能源であるπ電子と典型元素が協奏的に作用すること
で発現する未踏の電子状態・物性・反応性を探索し、革新的機能の開拓を目指す。具体的には独自に開発した
π電子系配位子を有する典型元素種を基盤とし、π電子と典型元素の協奏によって初めて発現する特異な機能
を開拓することで、従来型とは異なる分子機能材料を創出する。本研究を通して、未来社会に資する革新的な
機能を有する物質材料の創製と、その設計指針の確立に貢献する。
【成果】
研究成果１：可視光駆動型均一開裂を鍵とした世界初の 13族典型元素レドックス反応開発

d軌道が反応に関与しない典型元素は、酸化還元を伴うレドックス反応への応用が困難と考えられてきた。本研
究では独自開発したπ電子系配位子を有するガリウム典型元素錯体の酸化還元反応を可視光によって制御し、
レドックスをともなう有機合成反応へ応用する新しい分子設計指針を確立した。1本反応はガリウムのレドック
スを有機合成に応用した世界初の例であり、遷移金属に依存しない持続可能な反応設計の新たな可能性を示す
とともに、典型元素を基盤とした光駆動型分子変換の展開に道を拓くものである。
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【書籍】
1． 有機ガリウムの光レドックス反応を開発～典型元素を基盤とする新規触媒設計への道を拓く～　兒

玉 拓也、 向井 虹渡、 鳶巣 守、 月刊 JETI 5 月号
【学会発表】
1． Visible-Light-Driven Two-Electron Redox Chemistry in Group 13: A Gallium-Based Approach with 

a Phenalenyl-Based Ligand   
Pacifichem 2025（Hawaii, USA, 2025 年 12 月, Oral & Poster）

2． Visible Light-Induced Redox Chemistry in Group 13 Element: A Gallium-Based Approach with a 
Phenalenyl-Based Bidentate Ligand   
ACCC10: 10th Asian Conference on Coordination Chemistry（Hanoi, Vietnam, 2025年10月, Invited 
talk）

3． Visible-Light-Induced Redox Chemistry in Group 13 Element: A Gallium-Based Approach with a 
Phenalenyl-Based Ligand

4． 22nd International Symposium on Organometallic Chemistry Directed Towards Organic Synthesis

（Kyoto, Japan, 2025 年 9 月, Poster）
5． 開殻電子構造を有する典型 / 遷移金属錯体を鍵とした反応性開拓　第 13 回山田科学研究会（福岡、

2025 年 9 月、口頭）
【報道・プレスリリース】
1． 有機ガリウムの光駆動レドックス反応を開発～典型元素を基盤とする新規触媒設計への道を拓く～
・ResOU（https://resou.osaka-u.ac.jp/ja/research/2025/20251128_1）
2． Group 13 elements: the lucky number for sustainable redox agents?
・EurekAlert !  （https://www.eurekalert.org/news-releases/1107516）
・AlphaGalileo （https://www.alphagalileo.org/Item-Display/ItemId/265889）
・Asia Research News （https://www.asiaresearchnews.com/content/）
3． ガリウム Ga（ I）/Ga（Ⅲ）レドックス反応を経る化学変換―13 族典型元素を基盤とする新規触媒

設計への道を拓く―
・Chem-Station スポットライトリサーチ（https://www.chem-station.com/blog/2025/12/ga.html）

【受賞】
1．第 2 回 SReP 海外レクチャーシップ賞
2．次年度以降の計画・展望

　炭素－ハロゲン結合の酸化的付加反応は炭素－炭素結合形成をともなう有機金属触媒反応において、
重要な素過程のひとつであるが、遷移金属を用いる例に限られてきた。本研究では、独自のレドック
ス活性 π 電子系配位子を有
するガリウムの光照射下に
おける特異な反応性を利用
することで、本制限を突破
することを目指す。最終的
には、クロスカップリング
反応へと展開し、遷移金属
依存型プロセスからの脱却
を図る。 図 2.38
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研究課題

材料変形挙動の可視化を通じた革新的ものづくり技術の創出〈2024 年度採択〉 
 杉原　達哉（附属フューチャーイノベーションセンター／機械工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　本研究課題は、「加工プロセスにおける材料塑性流動のその場観察」という独自のコア技術を援用す
ることによって、加工プロセスで生じる様々な現象を解明し、新たな学術領域の開拓や革新的なもの
づくり技術の創出を図ることを目的としている。本年度は主に、（1） 分子吸着による金属材料の塑性
変形挙動の制御、（2） 表面積拡大率分布に着目した新たな凝着摩擦モデルの構築、（3） 二次元切削を
援用した配向強化ポリマーシートの新製造法の確立、といった研究課題に取り組んだ。それぞれで得
られた成果は下記のとおりである。

（1）分子吸着による金属材料の塑性変形挙動の制御
　本テーマでは、“金属表面に特定の分子が吸着したとき、金属の塑性変形挙動が大きく変化する”と
いう現象に着目し、これを理解することによって、“分子吸着による材料の塑性変形挙動 / 被削性の制
御”といった革新的なものづくり技術
の創出を図ることを目的としている。
本年度は、薄板の V 曲げ加工における
曲げ面のその場観察手法を新たに構築
するとともに、分子吸着による曲げ面
における「割れ」や「き裂」の抑制を
試みた。そして、V 曲げ加工における
曲げ面において、引張表面応力を誘起
する分子の吸着はき裂の促進を、逆に
圧縮表面応力を誘起する分子の吸着は
き裂の抑制をもたらすことを実験的に
明確化し（図 2.39）、同現象のメカニ
ズム解明に向けた重要な知見を得た。

（2）表面積拡大率分布に着目した新たな凝着摩擦モデルの構築
　本テーマでは、極めて過酷な熱的・機械的環境に晒される切削加工や塑性加工における工具 / 金型
－材料界面について、その特異な摩擦特性を的確に表現することが可能な摩擦モデルの構築を目指し
ている。本年度は、これまでに構築した表面積拡大率分布に基づく凝着摩擦モデルに基づき、潤滑剤
が界面の凝着摩擦挙動におよぼす影響について明確化を試みた。そして、提案モデルと界面における
塑性変形挙動の可視化技術を組み合わせることで、摺動界面における潤滑剤の効果や作用範囲を定量
化できることを示した。

（3）二次元切削を援用した配向強化ポリマーシートの新製造法の確立
　本テーマでは、二次元切削による高精度・高効率なポリマー薄膜の新たな製造方法の構築を目的と
している。本年度は、本手法の最大の課題であった切りくずカール現象に着目し、ポリマー切削にお
けるカールの主因が、切りくず曲げ変形にともなう材料自由面側の圧縮塑性変形であることを明らか
にした。この知見に基づき、生成されたシート状切りくずに一定の張力を付与した状態で加工を行う

図 2.39　分子吸着による曲げ面の割れ挙動の変化
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ことで、自由面における圧縮変形が抑制され、平坦性に優れたポリマーシートを連続的に製造できる
ことを実証した。さらに、本手法で製造されたポリマーシートでは、切削方向に沿った分子鎖の高度
な配向が生じ、引張強さや全伸びなどの機械的特性が大きく向上することが確認されており、「配向強
化ポリマーシートの製造」という新たな価値創出につながる重要な知見が得られている（図 2.40）。

図 2.40　二次元切削による配向強化ポリマーシートの新製造法のコンセプトと製造されたシートの特性

【査読有学術論文誌】
［1］ Anirudh Udupa, Koushik Viswanathan, Debapriya Pinaki Mohanty, Tatsuya Sugihara, Ronald 

Latanision, Srinivasan Chandrasekar, Adsorbate effects on ductile-brittle transition in crystals, Physical 
Review Materials, 10, 033601.

［2］ Motoya Yoshikawa, Saeko Fujii, Shotaro Kadoya, Tatsuya Sugihara, Masaki Michihata, Satoru 
Takahashi, Fluorescence-based calibration model for in-situ measurement of micro-scaled lubricant 
thickness distribution at indentation interface, Nanomanufacturing and Metrology 7（1）, 13.

［3］ Tatsuya Sugihara, Toshiyuki Enomoto, Exploring surface texturing strategies for improved high-
pressure coolant performance in cutting processes, Manufacturing Letters, 44, 704.

【招待講演】
［4］ 杉原達哉、材料塑性変形挙動の可視化に基づく新たな凝着摩擦モデルの構築とその応用、トライ

ボロジー会議 2025 秋＠函館
【受賞】
［5］ 2025年12月，Conference Excellent Paper Awards, The 11th International Conference on Leading 

Edge Manufacturing in 21st Century
2．次年度以降の計画・展望

　引き続き、『加工プロセスにおける材料塑性流動のその場観察』という独自技術を発展・強化すると
ともに、加工現象の可視化によって得られた知見に基づく新たな学術領域の開拓と革新的なものづくり
技術の創出、さらに加工現象を切り口とした普遍的な物理現象の解明を目指して、研究を展開してい
く。その場観察技術に関しては、来年度は新たに高速・高荷重の加工に対応したその場観察装置の構築
に取り組む予定である。さらに、本年度に取り組んだ上記の課題に加え、「表面応力測定に基づく分子
吸着挙動の解明」といった萌芽的な研究を立ち上げることで、新たな学術領域の開拓を図る予定である。
　また、これらの研究の一部は、Prof. S. Chandrasekar, Dr. Mohanty （ Purdue University ）, Prof. A. 
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Udupa （ Indian Institute of Technology Madras）, Prof. K. Vithwanathan （ Indian Institute of Science）
らとの国際共同研究として取り組む体制が既に整っており、今後、研究を飛躍的に発展させていく予
定である。

研究課題

論理ゲートに基づく細胞内インテリジェント重合法の確立〈2024 年度採択〉 
 仲本　正彦（附属フューチャーイノベーションセンター／応用化学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　本研究課題では『多重論理ゲート
に基づいた生化学的シグナル応答性
インテリジェント PET-RAFT（iPET-
RAFT）』の確立によって特定の細胞
内や小器官内選択的な機能性高分子
の細胞内高分子合成を世界に先駆け
て実現し、細胞機能操作のための新
たな方法論とする（図 2.41）。また、
本技術ならびにそのバイオテクノロ
ジーとしての応用に関する未踏の学
理を開拓・体系化し、新たな学術領
域『細胞内高分子工学』創発に向け
た基盤とすることを目指している。
今年度は以下の 3 つの項目に関して
研究を行った。

　　① 2 重ゲート型 iPET-RAFT の基礎概念実証・確立
　　② 3 重論理ゲートの構築による技術の深化
　　③細胞に対して相互作用する高分子材料の開発

①  2 重ゲート型 iPET-RAFT の基礎概念実証・確立に取り組んだ。具体的には酵素応答性色素（ゲー
ト 1）を光触媒として利用することで、標的とする酵素に応答した光誘起重合反応を実現した。さ
らに本反応系によって種々の酵素に応答した線形高分子ならびにハイドロゲルの合成を実証するこ
とで、その汎用性ならびに応用性を実証した（学術論文（3））。

②  2 重ゲート型の重合系に、膜透過性触媒（ゲート 2）およびトランスポーター透過性モノマー（ゲー
ト 3）を加えた 3 重論理ゲートの構築による技術の深化に取り組んだ。具体的な応用例の提示とし
てがん細胞内での発蛍光性ポリマーの合成によるイメージングを実証した。また、トランスポー
ター透過性モノマーライブラリの構築ならびに機能開拓にも併せて取り組み、細胞機能操作技術と
しての応用例の拡張に取り組んだ。

③ 細胞内重合による機能性高分子合成の材料設計指針を体系化するために、細胞に対して選択的かつ
高親和性をもって相互作用する高分子材料の開発に取り組んだ（学術論文（1, 2, 4, 5））。

【学術論文（＊責任著者）】
（1）  Y. Koba, K. Ogura, M. Nakamoto*, M. Matsusaki*, Chem. Comm. 2026, doi.org/10.1039/

図 2.41　細胞内インテリジェント重合法概略図
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D6CC00782A.
（2） K. Moroishi, M. Nakamoto, S. Fujita, M. Kawahara, R. Katayama, M. Matsusak, Mater. Today Bio. 

2026, 37, 102752. 
（3） K. Ogura, M. Nakamoto*, M. Matsusaki*, Chem. Commun. 2025, doi.org/10.1039/D5CC06549F.
（4） Y. Koba, M. Nakamoto, S. Domenichini, J. Vergnaud, M. Hery, S. Mura, M. Matsusaki*, MRS 

Communications. 2025, 15, 1097.
（5） R. Sakamoto, Y. Koba, M. Nakamoto*, T. Fukuta, K. Kadota, M. Matsusaki*, ACS Appl. Mater. 

Interfaces 2025, 17, 59726
【書籍】
界面制御による革新的生体適合生材料開発、第七節 : 細胞を反応場とした重合反応によるバイオ界面
の設計、仲本正彦、松崎典弥 2025（NTS 出版）

【雑誌】
月刊化学　2026、1 月号、高分子システム化学～生命らしさをいかにデザインするか、仲本正彦
2．次年度以降の計画・展望

　①ならびに②により確立された 3 重論理ゲート型重合により、細胞内での機能性高分子の合成なら
びに細胞機能操作に引き続き取り組む。③により得られる知見に基づいて、新規機能を有する機能性
高分子を開拓し、細胞内重合へと展開する。

研究課題

微視的輸送現象論の開拓〈2024 年度採択〉 
 藤原　邦夫（附属フューチャーイノベーションセンター／機械工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　原子・分子スケールの熱流体輸送現象は現代社会の発展に寄与する微視的なものづくりにおいて重
要だが、その描像を的確にとらえ制御することに関して
は多くの課題がある。本研究では、巨視的な熱流体力学
における輸送現象論の考えを根底から変革し、原子スケー
ルの本質的に非平衡な過程において熱流体力学的な場の
保存則に基づく輸送現象論の創出を行う。
　今年度は、古典分子動力学に基づく局所物理量を新た
な定義に基づき算出する解析技術の構築を行った。まず、
バルク系にて質量・運動量・エネルギーの局所における
定義依存を明確にするため、様々な空間平均と時間平均
を行うことで数値誤差を含めてどの程度物理量が変化す
るか検討を行った［図 2.42］。その結果、数値的な妥当
性の検証を十分に行い技術構築を行うことができた。ま
た、構築したプログラムを汎用的な後処理プログラムと
して使用できるようプログラムの改良を開始した。今後
さらに開発を進めることにより、構築した解析技術が広
く社会に浸透することが期待される。
　また、瞬時エネルギー輸送の再現性を満たす古典ポテ
ンシャルの構築を目指し、水のバルク系を対象にして第

図 2.42　局所物理量の可視化
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一原理計算に基づき機械学習ポテンシャルの構築を行った。特に SOAP（Smooth Overlap of Atomic 
Positions）を用いて水分子の配置状態に関して解析を行った。結果として、現在でも水のポテンシャ
ル構築は困難であるが、学習に用いる適切な熱力学的状態を特定することで妥当な機械学習ポテンシャ
ル構築方法を定めることができた。

【論文】
［1］ S. Uchida, K. Fujiwara, and M. Shibahara, Structural Properties of Hydrogen Fluoride in Aqueous 

Solution Using Reactive Force Field, The Journal of Physical Chemistry B, Vol. 129, pp. 10063-
10071, 2025. DOI: 10.1021/acs.jpcb.5c04026

［2］ K. Yamaji, K. Fujiwara, and M. Shibahara, Instantaneous energy transfer of water: a comparison 
between ab initio and classical molecular dynamics, Journal of Thermal Science and Technology, 
Vol. 21, 4, 25-00201/1-25, 2026.  DOI:10.1299/jtst.25-00201

【受賞】
［1］ 躍進研究者表彰、藤原邦夫、日本機械学会熱工学部門、2025 年 10 月。
2．次年度以降の計画・展望

　次年度に関しては引き続き基本的な計算系において解析技術の精度を向上させることを目指しつつ、
解析技術を固液界面の輸送現象への展開することを進める。その中で、輸送状態の解明のためには局
所の輸送量と原子配置の関係性をさらに明らかにすることが重要となると考えられることから、機械
学習の援用も行いつつ進める予定である。また、今年度実施したプログラムの汎用化に関してもさら
に開発を進めることで社会実装を早期に達成することを目指す。一方で、研究成果の積極な展開と海
外の研究者とのコラボレーションを発展させるために海外に積極的にでて研究成果を発表予定である。
さらに、産業界との連携も深めることで応用面でも有用な解析技術に発展させることを目指す。

研究課題

骨基質構造の階層的規則性を生み出す細胞機能の新原理〈2024 年度採択〉 
 松垣 あいら（附属フューチャーイノベーションセンター／マテリアル生産科学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

　遺伝子組換え技術により得られた複数種の大理石骨病モデルマウスを対象に、材料学的・生物学的
観点から骨組織の多角的解析を実施した。具体的には、前年度までに独自に確立した生体内模倣型配
向化培養技術を活用し、遺伝子スクリーニングを通じて骨基質内部の結晶学的異方性を制御する生物学
的メカニズムの解明を進めると同時に、その人為的制御のための材料学的方法論の確立に取り組んだ。
　これらの融合的解析手法を駆使することで、大理石骨病骨では、コラーゲン基質およびアパタイト
結晶の配向性劣化が骨力学機能の低下と密接に関連し、その基質構造の形成には活性化破骨細胞の機
能が不可欠であることを示した（図 2.43）。具体的には、活性化破骨細胞が産生するケモカインが骨
芽細胞受容体に働きかけ、骨芽細胞規則化配列を制御する新規の細胞間カップリング現象を見出した。
さらに、in vivo、in vitro 双方で適用可能なマルチスケール骨材料解析プラットフォームを構築し、次
年度以降の研究推進に向けた基盤整備を構築した。
　加えて、金属付加製造技術を用いることで、外因性の生物学的因子を用いることなく、幹細胞から
の自発的骨形成を誘導できること、および骨の感染抵抗性を自発的に誘導可能であることを実証して
おり、材料設計そのものにより細胞運命および骨機能特性を制御しうる可能性を示し、骨再建医療に
おける新たな設計原理を提示するものである。
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【研究成果】
〇原著論文
・Tadaaki Matsuzaka, Aira Matsugaki, Takayoshi Nakano: A VITA Index for predicting cytocompatibility 

of metallic biomaterials based on ion release and toxicity, Biomaterials, 331, （2026）, 124101.
・Tadaaki Matsuzaka, Aira Matsugaki, Kazuhiko Ishihara, Takayoshi Nakano: Osteogenic tailoring of 

oriented bone matrix organization using on/off micropatterning for osteoblast adhesion on titanium 
surfaces, Acta Biomaterialia, 192, （2025）, 39644943; 487-500.

・Ping-chin Sung, Aira Matsugaki, Takayoshi Nakano, Takuya Matsumoto, et al.: Amelioration of 
Cd-induced bone deterioration by orally administered calcium phosphate, Applied Food Research, 5, 

（2025）, 101482: 1-9.
〇解説
・松垣あいら、中野貴由：骨基質制御におけるコラーゲン／アパタイトの配向性調節機構、「骨・軟

骨・筋科学 Update」2025 年秋号、第 9 号（2025）、3-6.
〇著書
・松垣あいら、中野貴由（分担執筆）：界面制御による革新的生体適合性材料開発、株式会社エヌ・

ティー・エス、2025 年 12 月 15 日発刊、ISBN: 978-4-86043-782-4
〇招待講演
・松垣あいら：「固体表面機能創出・界面バイオ反応制御」、第 47 回日本バイオマテリアル学会大会 

シンポジウム“界面反応に基づくバイオマテリアル研究開発”、東京たま未来メッセ、2025 年 11 月
11 日

・松垣あいら、松坂匡晃、中野貴由：「骨マトリクス形成における骨細胞メカノバイオロジー」、日本
臨床バイオメカニクス学会第 52 回学術集会、シンポジウム“運動器の細胞・組織メカノバイオロ
ジー”、京都テルサ、2025 年 11 月 8 日

・松垣あいら、小笹良輔、Gokcekaya Ozkan：「レーザ粉末床溶融結合法による生体用ハイエントロ
ピー合金の新規開発に関する研究」、粉体粉末冶金協会 2025 年度秋季大会（第 136 回講演大会） 協
会賞受賞記念講演（研究進歩賞）、九州大学医学部 百年講堂、2025 年 10 月 29 日

・松垣あいら：「細胞・遺伝子を操る骨再建バイオマテリアル研究」、大阪大学 LINKS 2025 報告会、
ホテルニューオータニ東京、2025 年 9 月 23 日

図 2.43　 破骨－骨芽細胞相互作用を動的に解析可能な拡張型共培養モデルを構築し、骨基質配向性を
制御する細胞間カップリング現象を見出した
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・松垣あいら、中野貴由：「骨質再建のための材料表面 / 生物相界面反応理解とその人為的制御」、第
67 回歯科基礎医学会学術大会、日本学術会議シンポジウム（市民公開講座）“マテリアルとライフ
の融合サイエンス”、北九州国際会議場、2025 年 9 月 5 日

・A. Matsugaki, T. Nakano: “Additive Manufacturing of Cell-Based 3D Bone-Mimetic Collagen/Apatite 
Structures”, THERMEC’2025, University of Tours, France, 2025 年 7 月 3 日

・松垣あいら：「基質配向性から見た骨質研究の最前線」、第 45 回日本骨形態計測学会、シンポジウム
“骨形態計測でみる骨質研究の apex”、大宮ソニックシティ、2025 年 6 月 27 日
2．次年度以降の計画・展望

　これまでに同定した骨配向化制御因子を、生体組織の構造・機能情報を反映するバイオマーカ候補
として位置づける。骨を他臓器・組織との機能連携の中で発現する動的システムとして捉えることで、
臓器機能指標や血中バイオマーカとの統合解析により、骨―全身連関における配向化構造制御機能の
解明を進める。さらに、破骨細胞機能不全モデルを基盤とした疾患横断解析を行い、骨配向化マーカ
の発現動態、細胞種特異性、分泌因子としての全身循環への関与を解析することで、骨粗鬆症や炎症
性疾患、代謝異常、加齢関連疾患など多様な病態における骨配向化破綻の分子基盤を明らかにする。
加えて、異方性材料―細胞相互作用から得られる遺伝子発現データを体系的に集積し、他臓器・他疾
患モデル由来の生体情報と統合解析することで、疾患横断的に共通する基質形成原理を抽出し、基質
配向化を起点とした生体機能制御ネットワークの全体像解明に取り組む。

研究課題

次世代タンパク質間相互作用計測プラットフォームの創出〈2024 年度採択〉�
� 元根　啓佑（附属フューチャーイノベーションセンター／生物工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

【活動概要】
　タンパク質が生体分子と織り成す相互作用（結合と解離）は、生命機能の発現や制御に重要である。相
互作用の計測は、ジェノタイプ－フェノタイプ間のブラックボックスを最小化し、生命機能の基本原理
の解明や、それに基づく薬剤開発などの応用に繋がる。しかし、タンパク質の相互作用を高感度かつハ
イスループットに定量測定する手法はなく、生命機能を理解する上で大きなボトルネックになっている。
　そこで本研究課題では、タンパク質の相互作用を 1 分子感度でハイスループットに測定できる「大
規模並列ナノポア計測プラットフォーム」を確立する（図 2.44）。ナノポアは、分子動態を 1 分子レ
ベルでリアルタイム測定できるイオンチャネルであり、タンパク質の相互作用計測センサーとして理
想的な特徴を有する。ナノポア計測では、ナノポアがタンパク質分子を捕捉した際に流れる分子構造
依存的なイオン電流を測定することで、そのタンパク質の配列や構造情報を取得できる。ナノポアに
捕捉されたタンパク質分子が他の分子と相互作用するとタンパク質の構造が変化するため、結合・解
離に応じて特徴的なイオン電流が観測される。この原理を利用することで、1 分子間相互作用をリア
ルタイム測定する。

図 2.44　ナノポアを用いたタンパク質間相互作用計測の概要
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【成果】
　本計測手法の Proof of Concept として、バイオテクノロジーツールや次世代抗体医薬として利用が
進んでいる単一ドメイン抗体（ナノボディ）の変異体ライブラリを対象とした並列相互作用計測を行っ
た。令和 7 年度は、以下の研究項目 I とⅡを推進した。
研究項目Ⅰ：ペプチドバーコード付きナノボディ変異体ライブラリの構築（図 2.45上）
　相互作用計測を並列化するには、ナノボディ変異体ライブラリに存在する各ナノボディを区別する
必要がある。そのために必要なユニーク配列（ペプチドバーコード）を各ナノボディの末端に付与し、
無細胞翻訳系を用いて発現させた。
研究項目Ⅱ：ナノポアアレイを用いた大規模並列 1 分子間相互作用計測系の確立（図 2.45左下）
　研究項目Ⅰで構築したナノボディ変異体ライブラリを電気泳動でナノポアアレイに並列的に捕捉し、
ナノボディー抗原間の結合・解離に起因するナノボディの構造変化を、イオン電流値の変化から検出
することに成功した。
　さらに、当初の計画ではナノボディをモデルとして本相互作用計測原理を実証することを予定して
いたが、当初の計画以上に研究が進展したため、計算機を用いた de novo タンパク質デザイン技術に
よって生成したタンパク質バインダーに関しても同様に相互作用計測を行った。その結果、タンパク
質バインダーにおいてもイオン電流値の変化から相互作用を観測することが可能であることが分かり、
本相互作用計測原理の普遍性と拡張性を示すことに成功した。また、本手法で得られた相互作用計測
パラメーター（解離定数 KD、結合定数 KA、解離速度定数 koff、結合速度定数 kon ）が、既存の相互作
用計測技術（表面プラズモン共鳴法、バイオレイヤー干渉法など）で得られた値と同等であることを
確認し、測定精度の観点からも本手法の有効性を示すことに成功した。

図 2.45　研究項目の概要
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2．次年度以降の計画・展望

　次年度以降は、研究項目Ⅲを推進する予定である。研究項目Ⅲでは、研究項目 I で付与したペプチ
ドバーコードを読み取る手法を確立する。研究項目ⅠとⅡとⅢを統合することにより、並列相互作用
計測を実現する。
研究項目Ⅲ：ペプチドバーコードシーケンシングによる各クローンの区別（図 2.45右下）
　本項目では、申請者が世界で初めて開発した 1 分子タンパク質シーケンシング技術（Motone et al., 
Nature 2024）を用いる。具体的には、トランスロカーゼ活性を有するモータータンパク質 ClpX を用
いて、ナノポアに捕捉されているナノボディを引き上げ、この過程で各ナノボディに付加されたペプ
チドバーコードをナノポアのセンシングサイトに通過させる。この際に得られる電流シグナルからバー
コード配列を解読する（現時点で 105 種類のペプチドバーコードを 99％の精度で識別可能）。これによ
り、研究項目Ⅱで取得した相互作用測定データと各ナノボディの配列が対応づけられ、単離・固定操
作が不要な大規模並列相互作用計測が実現する。

研究課題

大規模言語モデルを活用した革新的かつヘテロな群ドローンアーキテクチャの創成〈2025 年度採択〉 
 末岡　裕一郎（附属フューチャーイノベーションセンター／機械工学専攻）

1．今年度の活動概要・成果

活動概要：限定のない環境（未知・不確定・想定外の
事象が起こる環境）での小型無人機群による自律的か
つ様々な協調・協働作業の実現に向けて、個と群での
革新的な自律飛行制御技術、雨や風で動く環境の協調
計測とデジタルツインとしての活用技術、排水ホース
などの柔軟な対象物の協調搬送技術、鳥などの外敵を
避けながらのフォーメーション飛行技術、想定外の事
象が発生しても協調・協働作業を続行可能なチームの
動的組織化技術の開発を、他大学、企業と連携して進
めています。 
　本年度は、限定のない環境にて、ドローン群が協調
して様々なタスクを実行するための、人とドローン群
のアーキテクチャの研究を進めました。具体的には、
大規模言語モデルを用いて、オペレータからドローン
へのタスク指示、タスク解釈、タスク実行に向けたチー
ム組織化時の異常の検知、オペレータへのフィード
バックを実現するための、人とドローン群の双方向のアーキテクチャの開発です。
　提案アーキテクチャは、図 2.46 に示すように、タスクを解釈する役割の LLM と、タスク、チーム
組織化時の異常を検知し、オペレータへアドバイスを送る役割の LLM を設計します。2 つの役割の
LLM により、オペレータとドローン群の間で自然言語でのタスク指示が可能になるだけでなく、タス
クが可能か、タスク実行のためのチーム組織は可能か、などを判断し、状況をオペレータにフィード
バックをすることを可能にします。
　以下、具体的にアーキテクチャを説明します。

図 2.46　 Bidirectional Human-Drone 
Swarm Collaboration System 
using Large Language Models

（成果 A）
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Ⅰ．タスクの掲示
　オペレータは、全てのドローンが閲覧可能な掲示板（ task board）に、タスクを掲示します。
Ⅱ．分散型入札とcoordinator の選出
　タスクが掲示されると、掲示板はドローンにタスクをアナウンスします。そして、待機中のドロー
ンは、自身の能力（performance と呼称）を提案して、掲示板からタスクの受注を試みます。その後、
Contract Net Protocol（参考文献 1）に基づくプロセスを経て、掲示板はどのドローンにタスクを与え
るか決め、そのドローンをタスクの coordinator とします。 
Ⅲ．タスク解釈、チーム組織化、実行
　Coordinator となったドローンは、掲示板のタスクをタスク解釈 LLM を用いて理解します。その後、
必要に応じてチーム組織化を行い、タスクの実行に入ります。
Ⅳ．異常検知とオペレータへのフィードバック
　各ドローンは、タスクやチーム組織化時のエラーを検知し、検知後、その状況をコンサルタント
LLM に渡し、オペレータに自然言語でフィードバックします。

【参考文献】
1:  R. G. Smith, The Contract Net Protocol: High-Level Communication and Control in a Distributed 

Problem Solver, IEEE Transactions on Computers, vol. C-29, no. 12, pp.1104-1113, 1980.
【成果】
A:  S. K. S. NG, X. Y. LOW, K. ITO and Y. SUEOKA: An LLM-based Architecture for Bidirectional 

Human-Drone Swarm Collaboration, Thirty-first International Symposium on Artificial Life and 
Robotics 2026, pp.1123－pp.1125, 2026.

謝辞： 本研究は、JST 経済安全保障重要技術育成プログラム、グラント番号 JPMJKP23G1 の助成を
受けて行われています。

3．次年度以降の計画・展望

●屋外でのドローン実験のために、アルゴリズムを開発し、シミュレーションを用いて検証を進めま
す。

●屋外でのドローン実機を共同開発し、すでに開発を進めているドローン群のアルゴリズム（単一チー
ムの動的な組織化、目的地へのフォーメーションフライト）の実機検証を進めます。

●屋外でのドローン実機システムに対して、オペレータから与える複数のタスクを実行できるように、
複数チームの動的な組織化アルゴリズムを開発し、実機検証を進めます。

●雨・風・通信の断絶が起こる環境（災害時の環境を想定）において、ドローン群が適応的にタスク
を実行できるよう、ドローンの自律飛行アルゴリズム、フォーメーションフライトなどの協調飛行
アルゴリズムを共同開発し、動的なチーム組織化アルゴリズムも統合した適応的なアーキテクチャ
の構築を進めます。

●大規模言語モデルを活用し、様々なタスクに対して適応的にチームを組織し、タスクを実行するアー
キテクチャの構築を進めます。
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2.3 令和 7 年度イベント実施の報告

（1）最先端拠点部門シンポジウム開催報告
①紀ノ岡細胞製造コトづくり拠点

●第 9 回 細胞製造コトづくりシンポジウム　テーマ「細胞凍結の工程設計」

　2025 年 11 月 14 日（金）に、大阪大学吹田キャンパス銀杏会館（阪急電鉄・三和銀行ホール）で、本
拠点が主催する「第 9 回細胞製造コトづくりシンポジウム」が開催され、成功裏に終了しました。
　当日は 157 名のご参加者を迎え、はじめに、拠点長の紀ノ岡より、あらためて、本拠点の趣旨説明
が行われました。次に、本シンポジウムのテーマである「細胞凍結の工程設計」のリレー講演として、
宇野友貴先生（大阪大学）、林勇佑先生（東京大学）、森正樹先生（サンプラテック）、仲村哲治先生

（岩谷産業）が発表を行いました。
　続いて、「細胞凍結に関するユーザー目線からの要望」として、宮武浩先生（ロート製薬）、長谷川
光一先生（クオリプス）、塚原正義先生（京都大学 iPS 細胞研究財団）よりご発表をいただいた後、全
演者が再び登壇し、パネルディスカッションを実施しました。フロアからも多くの意見をいただき、
活発な議論が行われました。
　最後に、次回（第 10 回）の開催日時（2026 年 3 月 4 日）および会場（大阪大学東京ブランチ）の
情報が共有されました。

図 2.47

●第 10 回 細胞製造コトづくりシンポジウム　テーマ「細胞製造における情報活用」

　2026 年 3 月 4 日（水）に、東京日本橋の大阪大学 医学・工学研究科 東京ブランチで、本拠点が主催
する「第 10 回細胞製造コトづくりシンポジウム」が開催され、成功裏に終了しました。
　当日は 95 名のご参加者を迎え、はじめに、経済産業省生物化学産業課 西尾翔貴様より、開会のご
挨拶をいただきました。続いて、拠点長の紀ノ岡より、本シンポジウムテーマ「細胞製造における情
報活用」の基本概念の説明が行われました。
　次に、基調講演として、3 題のご発表をいただきました。はじめに、名古屋大学大学院創薬科学研
究科 加藤竜司先生より、画像解析を用いた品質管理に向けた情報活用の考え方に関するご講演をいた
だきました。続いて、エピストラ株式会社 小澤 陽介先生より、AI とロボティクスを活用した細胞製
造プロセスの最適化について、休憩を挟み、AI バイオメディカル株式会社 櫻田 伸一先生より、AI と
デジタルツインを用いた細胞製造プロセスの次世代化についてのご講演をいただきました。いずれの
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講演でも、フロアから多くのご質問をいただき、活発な議論が行われました。
　引き続きのテーマ発表では、細胞製造シミュレーション工学（日立）共同研究講座 村上聖先生よ
り、細胞製造のモデル化における情報活用に関するご講演をいただき、最後に、紀ノ岡拠点長より、
実施例を含む情報共有が行われました。

図 2.48

●幹細胞の培養法・培養工学のためのコンソーシアム第 9 回シンポジウム

　「幹細胞の培養法・培養工学のためのコンソーシアム第 9 回シンポジウム」が、2025 年 10 月 4 日（土）
13：00 ～ 17：00 で、大阪大学吹田キャンパス銀杏会館（阪急電鉄・三和銀行ホール）にて開催され、成
功裏に終了しました。今回も当拠点が共同主催となります。
　当日は、100 余名のご来場者を迎え、はじめに、京都大学医生物学研究所 河本宏先生より、ES/iPS

細胞由来の即納型汎用性再生 T 細胞を用いた細胞療法の開発に関する特別講演をいただきました。続
いて、大阪大学産業科学研究所 山口哲志先生、京都大学医生物学研究所 新宅博文先生、京都大学 iPS

細胞研究財団 林洋平先生、京都大学 iPS 細胞研究所 豊田太郎先生、大阪大学大学院医学系研究科 熊
谷真希先生よりご講演をいただきました。例年通り、発表時間 10 分、質疑応答 15 分の進行で、フロ
アからのご質問を含め、活発な議論が行われました。

図 2.49
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●細胞製造コトづくりセミナー

　2025 年 12 月 9 日（火）に、大阪大学吹田キャンパスセンテラスサロンで、本拠点が主催する「細胞製
造コトづくりセミナー」を開催しました。
　当日は、マサチューセッツ工科大学 Jongyoon Han 先生、および、名古屋大学大学院創薬科学研究
科 加藤竜司先生をお迎えし、細胞製造における品質管理／インプロセスモニタリングに関するご講演
をいただきました。講演後は、学生らを中心とした質疑応答を受け、活発な議論が行われました。

図 2.50

②内山遺伝子治療用ベクター革新的製造拠点

● 大阪大学工学研究科附属フューチャーイノベーションセンターテクノアリーナ最先研究拠点部門＆生物

工学会バイオ計測サイエンス研究部会 2025 特別講演会　～ Mass Photometry ～

　イギリスオックスフォード大学教授であり、Refeyn 社の創設者である Philipp Kukura 教授による講
演を含めた特別セミナーを開催した。約 50 名の参加の下、Mass Photometry 法に関する背景・基礎か
ら最新の利用法に渡るまでの講演の後、濃密な討議が行われ、ベクター製造の高品質化に本手法が極
めて大きな役割を果たすこと、さらに、本学にて開発された夾雑環境下における測定は新規であり、
バイオテクノロジー産業に貢献するものであることがクローズアップされ、非常に盛会であった。
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（2）インキュベーョン部門「連携融合型」フォーラム開催報告書
［フォーラム概要］

アリーナグループ名；GX・地域レジリエンス工学　グループ
グループ長    ；入江　教授（地球総合工学専攻）
主催者      ；GX・地域レジリエンス工学グループ、地球総合工学
フォーラムタイトル； GX・地域レジリエンス工学キックオフシンポジウム・2025 年度地球総合工学

シンポジウム
開催日時     ；2025 年 9 月 8 日 13：30 ～
開催方式     ；対面形式（センテラス・サロン）
参加者人数    ；64 名

［開催内容］

　テクノアリーナ・インキュベーション部門の一つとして、2025 年に発足したグループ「GX・地域
レジリエンス工学」とその全体像の紹介を目的として、同グループのキックオフシンポジウムを、2025
年度地球総合工学シンポジウムとの併催としてセンテラス・サロンで開催した。
　GX・地域レジリエンス工学は、気候変動の進行に伴い求められる、低炭素・GX インフラ技術開発
や地域スケールの気候変動影響評価、それに基づく緩和・適応策の策定・評価に対して、阪大がもつ
低炭素・GX インフラ技術開発（洋上風車や低炭素輸送、省エネ建築など）や気候変動影響評価（地
域・社会インフラへの影響評価、気温・水温上昇による物質循環や生態系への影響など）の研究開発
基盤と、大気科学などの自然科学とが連携することで、地域の課題解決に資する研究を実施し、社会
実装につなげることを目指している。本キックオフシンポジウムでは、同グループの関係者によって
実施されている関連研究の紹介や、現状の課題の共有、さらには、参加者とのコミュニケーションを
通した、新たな研究ニーズやシーズ発掘を目的とした。
　シンポジウムではまず、大政工学研究科長にご挨拶と応援のお言葉をいただいた後、グループ長で
ある入江教授によるグループの説明に続いて、グループメンバーと地球総合工学専攻の構成員による
講演が実施された。
　具体的には、まず基調講演として 3 件の講演を実施した。1 件目の講演として電気電子情報工学専
攻の牛尾教授に最先端の気象レーダーであるフェーズドアレイレーダーの開発の歴史やそれを用いた
基礎研究、さらには社会実装の取り組みを説明いただいた、2 件目の講演では NEXCO 西日本高速道
路学共同研究講座の田山招聘教授より、高速道路の維持管理とそれに気象が及ぼす影響や対応につい
て、3 件目の講演では洋上風車システムインテグレーション共同研究講座の柴田特任教授から風力発
電の歴史や今後の動向、さらには気象との関連について説明いただいた。次に、一般講演として地球
総合工学の牧教授より、大気科学と地球総合工学の連携研究の最初の例として、風の簡易的数理モデ
リングに関する講演が、また佐藤教授より大気科学と地球総合工学の構成員との連携の方向性につい
ての講演が行われた。
　本シンポジウムは地球総合工学シンポジウムを兼ねたこともあり、グループメンバーを含めた地球
総合工学専攻の関係者が 2/3 程度であったが、残り 1/3 は民間企業を含めた外部からの参加者であり、
それぞれの講演に対して外部からの参加者からの質問を含む複数の質問があり、活発な議論が展開さ
れた。また総合討論でも講演者と共同研究を実施している民間企業の研究員の方まで巻き込んだ活発
な議論が実施された。
　またシンポジウム終了後には、参加者の半数が参加して交流会をレストラン AOZORA にて開催し
た。交流会では、講演者の先生にシンポジウムではできなかった質問や意見交換がなされた。さらに、
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グループメンバーが個々に連携をしている民間企業の参加者同士の交流が実施され、新たな連携のきっ
かけの場を提供できたと思われる。
　大阪大学では大気科学（気象学）に関連した研究者が非常に少ない状態が続いていたが、GX・地域
レジリエンス工学の研究活動をきっかけにして、今後大阪大学での大気科学との研究者間連携、産学
連携が進むことが期待されるシンポジウムであったと考えられる。
　最後に、サポートいただいた工学研究科附属フューチャーイノベーションセンターの岩堀助教をは
じめとして、インキュベーション部門フォーラムの支援にこの場を借りて感謝申し上げる。

【当日の様子】

図 2.51　大政工学研究科長の挨拶 図 2.52　入江教授による趣旨説明

図 2.53　牛尾教授の講演の様子 図 2.54　田山招聘教授の講演の様子

図 2.55　柴田特任教授の講演の様子 図 2.56　質問に答える牧教授と会場の様子 
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［プログラムちらし］

図 2.57　GX・地域レジリエンス工学グループ キックオフシンポジウム　チラシ表面
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図 2.58　GX・地域レジリエンス工学グループ キックオフシンポジウム　チラシ裏面
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（3） テクノアリーナ最先端拠点・インキュベーション部門、その他の共催、後援等のイベント
（CFi 主催及び広報等サポート分のみ）

表 2.4

日時 フォーラム名 主催者 共催・後援等 開催担当 開催場所
2025年

4/8 ICBiotechセミナー 大阪大学生物工学
国際交流センター

GteX 革新的 GX 技術創出事
業・微生物中核チーム、
大阪大学工学研究科テクノア
リーナ「生体バイオ工学」グ
ループ、
大阪大学先導的学際研究機構
産業バイオイニシアティブ研
究部門（協賛）

本田 先生
（生物工学国
際 交 流 セ ン
ター）

サントリー記念
館 メ モ リ ア ル
ホール

5/23 Photonics Seminar 
#13/LIPS Semina

大阪大学フォトニクスセ
ンター、
フォトニクス生命工学研
究開発拠点

テクノアリーナ・インキュ
ベーション部門
フォトニクス・センシング工
学グループ（協賛）

髙原 先生
（物理学系）

フォトニクスセ
ンター

（P3－213）

6/16 2025 特別講演会
～Mass Photometry～

大阪大学工学研究科附属
フュー チャー イ ノ ベー
ションセンターテクノア
リーナ 
最先端研究拠点部門「内
山遺伝子治療用ベクター
革新的製造拠点」
インキュベーション部門

「遺伝子治療用ベクター
製造に関する研究開発と
人材育成」

生物工学会バイオ計測サイエ
ンス研究部会

大政 先生
（生物工学）
内山 先生

（生物工学）

大阪大学大学院 
工学研究科 
生物工学専攻 
サントリーメモ
リアルホール

7/31
第63回
フォトニクスコロキ
ウム

大阪大学
フォトニクスセンター

テクノアリーナ・インキュ
ベーション部門
フォトニクス・センシング工
学グループ（協賛）

髙原 先生
（物理学系）

フォトニクスセ
ンター

（P3－213）

10/3

世界を変える最先端
テ ク ノ ロ ジー セ ミ
ナー2025
～社会実装の共創
パートナー探索～

大 阪 大 学 工 学 研 究 科、
（一財）大坂科学技術セ
ンター

大阪科学技術
センター

（OSTEC）/
フューチャー
イノベーショ
ン セ ン ター

（CFi）

センテラス・サ
ロン

10/4

「幹細胞の培養法・
培養工学のためのコ
ンソーシアム」シン
ポジウム

大阪大学大学院学研究
科、テクノアリーナ最先
端研究拠点「細胞製造コ
トづくり拠点」

バ イ オ コ ミュ ニ ティ 関 西
（Biock）（後援）・一般社団法
人日本再生医療学会（後援）

紀ノ岡 先生
（生物工学）

大阪大学
吹田キャンパス
銀杏会館

11/21
～

11/22

第21回プラズモニク
スシンポジウム
～ナノフォトニクス
研究に新たな地平を
拓く最新技術の理論
から応用まで～

プラズモニクス研究会

大阪大学工学研究科（共催）、
テクノアリーナ・インキュ
ベーション部門フォトニク
ス・センシング工学グループ

（共催）、
日本光学会ナノオプティクス
研究グループ（協賛）、
大阪公立大学 LAC－SYS 研
究所（協賛）、
日本分光学会（協賛）、
日本化学会（協賛）

髙原 先生
（物理学系）

大阪大学中之島
センター

12/3 フォトニクス・セン
シングセミナー

テクノアリーナ・イン
キュベーション部門
フォトニクス・センシン
グ工学

工学研究科附属フォトニクス
センター（共催）

髙原 先生
（物理学系）

大阪大学工学研
究科附属フォト
ニクスセンター
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2.4 広報戦略部門

（1）広報戦略部門の設置
　「広報戦略部門」はテクノアリーナ領域内に 2024 年度に新設した部門である。テクノアリーナに参
画する研究者や研究拠点が有する研究シーズ・研究成果を発信することは、情報を得た人との繋がり
の中から新たな課題等を見出し、種々の研究交流・共同研究や価値創造に結び付く契機になることが
期待される。そこで、以下に記す「つくる」「つたえる」「つなぐ」を活動の 3 本柱に、工学研究科未
来戦略室や情報広報室と連携しながら活動を展開している。

（a）つくる（Create）
　学外向け広報（高校生を含む学生等を対象）として、研究者の研究シーズや成果に関する動画コン
テンツを作成している。また、学生がインタビュアーとして研究者を取材し、学生目線でのコンテン
ツも作成している。

（b）つたえる（Communicate）
　作成した動画コンテンツ等を CFi の HP 及び工学研究科 Youtube チャンネル等にて公開している。
工学研究科研究者の研究シーズ・成果の広報を実施している。また、学外向け広報（産研・工学研究
科定例記者発表会を対象）として、工学研究科未来戦略室・情報広報室と連携し、テクノアリーナ関
連から発表候補者の検討も行っている。

（c）つなぐ（Connect）
　学内向け広報（学内の学生・大学関係者・来訪者を対象）として、工学研究科の研究者の研究シー
ズ、研究成果、受賞等について、コンテンツをデジタルサイネージにより配信している。
　以下に活動状況の詳細を記載する。

（2）広報戦略部門の活動状況
　広報戦略部門の活動状況を以下に記す。

（2-1）大阪大学工学部・工学研究科 Instagram アカウントへの動画投稿について（2026 年 3 月時点）
【リール動画内容（＠ engineering_osakauniversity）】
・図 2.59 のような、60 秒程度に編集した工学部についての情報や動画シリーズとして、ぬいぐるみ

ワニ博士による各実験施設やイベントなどを探検するシリーズを投稿している。

図 2.59　投稿されたリール動画例
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【 Instagram フォロワー数について】
・2024 年度（2025 年 3 月 3 日時点）：2,442 人
・2025 年度（2026 年 3 月 2 日時点）：3,408 人
　評価・広報係と広報戦略部門が協力し、Instagram へのフィード投稿（画像投稿）およびリール動画
によってフォロワーが昨年度から約 1,000 人増加している。図 2.60 に工学研究科 Instagram のフォロ
ワー数の推移を示す。

【リール動画 投稿実績比較】
1．年度別実績一覧

表 2.5　年度別リール動画再生回数比較表

期間
動画

投稿数
再生回数

（最小～最大）
平均

再生回数
集計日

広報戦略部門　発足前
2018 年 11 月～

2024 年 5 月
11 本 3 ～ 1,826 回 875 回

2025 年 3 月 3 日
広報戦略部門　発足後

（2024 年度）
2024 年 7 月～

2025 年 2 月
33 本 632 ～ 4,906 回 1,982 回

2025 年度
2025 年 4 月～

2026 年 3 月
40 本 1,399 ～ 7,503 回 3,081 回 2026 年 3 月 2 日

図 2.60　工学研究科 Instagram のフォロワー数の推移

図 2 工学研究科 Instagramのフォロワー数の推移
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2．比較まとめ

　表 2.5 から、広報戦略部門発足前と 2025 年度を比較すると、年間リール動画投稿数は約 3.64 倍に
増加し、動画 1 本あたりの平均再生回数は約 3.52 倍となっている。

（2-2）デジタルサイネージの設置運営について
・学内交流の活性化を目的として、先導的学際機構間接経費（フォトニクス生命工学研究開発拠点
（PL 物理学系専攻　藤田教授）予算）により、工学研究科（20 台）と医学系研究科（5 台）および
図書館（2 台）において、デジタルサイネージが設置され、当部門が設置後の運営を担うこととなっ
ている。

【工学研究科エリア内の設置場所】

・U1W 棟 1 階ギャラリー内 2 台、U1M 棟 1 階エントランス 1 台、U1E 棟 1 階 4 台、U2 棟ピロティ 4
台、センテラス 3 台（マルチディスプレイ）、DonDon 3 台、P2 棟 1 階エントランス 2 台、P3 棟 1
階エントランス 1 台

【医学部エリア内の設置場所】

・銀杏会館 2 階 1 台、共同研究棟 L 階 1 台、共同研究棟 1 階 1 台、共同研究棟 7 階 1 台、CoMIT 棟
1F 1 台

【図書館の設置場所】

・理工学図書館 1F 1 台、生命科学図書館 1F 1 台
【主なコンテンツ】

・図 2.61 のように、工学研究科からのプレスリリース（研究情報）、工学研究科公式ホームページ に
掲載された学生や教職員の受賞トピック、医学系研究科広報室から提供を受けた研究情報・イベン
ト情報などを配信している。

図 2.61　デジタルサイネージに配信しているスライド例
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・図 2.62～図 2.65 のように、オープンキャンパスなどの大学行事に合わせた吹田キャンパスを盛り
上げるために特別なスライドの配信もしている。

図 2.62　オープンキャンパス 2025 でのセンテラスのマルチ画面

図 2.63　 大阪大学飛行機制作研究
会「 鳥 人 間 コ ン テ ス ト
2025」優勝お祝いスライド

図 2.64　 IFReC 坂 口 志 文 先 生
ノーベル生理学・医学賞
受賞おめでとうスライド

図 2.65　 デジタルサイネージでの
配信の様子
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（2-3）「大阪大学工学研究科デジタルサイネージ研究情報・NEWS スライドライブラリー」の開設
　2025 年 10 月 27 日より、デジタルサイネージで配信された工学研究科の「NEWS・
研究情報」のスライド画像を閲覧できるサイトを開設した。
https://www-cfi.eng.osaka-u.ac.jp/digital-signage/library/
　投稿されたスライド数は過去 2024 年 4 月の情報から現在（2026 年 3 月 2 日時点）
まで 327 点の閲覧が可能となっている。また、スライドライブラリーのページビュー
総数は、2026 年 11 月 5 日より現在（2026 年 3 月 2 日時点）4,332 回となっている。

図 2.66　大阪大学工学研究科デジタルサイネージ研究情報・NEWS スライドライブラリー
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（2-4）「テクノアリーナ 最先端研究拠点部門インタビュー動画」の公開
　2026 年 2 月 9 日（月）に工学研究科附属フューチャーイノベーションセンターテクノアリーナ最先端
研究拠点の 5 年間を総括した以下の各拠点の先生のインタビュー動画を工学研究科公式 YouTube にて
公開した。また SNS でも広報を行った（ Instagram リール動画、YouTube ショート動画、X）。
　今回インタビュー動画を公開した最先端研究拠点は以下の通りである。
　動画のサムネイルを図 2.67 に示す。

●鳶巣触媒科学パイオニア拠点（連携）
●紀ノ岡細胞製造コトづくり拠点
●森超結晶拠点
●福﨑フロンティア産業バイオ拠点（連携）
●原フューチャー・デザイン革新拠点

図 2.67　インタビュー動画のサムネイル
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3 研究力企画領域

センター長　倉敷　哲生
副センター長　高井　重昌

産学官共創教育担当　中川　　貴

3.1 はじめに

CFi では研究力企画に関して、未来戦略室や社会連携室など工学研究科内の他部門や共創機構、経
営企画オフィス等との連携を図り、工学研究科における研究力の加速のための取組みを計画し推進し
ている。若手研究者の研究シーズ集発刊や研究者支援のデータベース整備、若手研究者の研究助成申
請のサポートや、省庁系ファンド・ベンチャー等の支援を行っている。また、工学研究科におけるテ
ニュアトラックプログラムの運営や産学連携支援、URA や将来計画・戦略検討、産学連携支援などの
業務を遂行している。産学連携支援の業務の一環として、工学研究科における産学官共創コースの運
営支援や、工学研究科若手研究者を対象とした研究シーズ集の業務を推進しており、その概要を記載
する。

3.2 産学官共創教育

（1）産学官共創コース
　大阪大学では、企業からの出資により研究所・研究室規模の研究組織として「協働研究所」「共同研
究講座」が設置されている。企業の研究開発部門がオフィスごと学内に設置されているイメージであ
る。その協働研究所・共同研究講座の数は全国立大学の中で阪大が最も多く、産学による共同研究の
多くの実績を有している。
　工学研究科では協働研究所・共同研究講座のご協力の下、2020 年 4 月より「産学官共創コース」を
全専攻に設置している。産業界からの研究機関と工学研究科が協力し、大学院生が学内に居ながら産
学共同研究に関わることができる「インターンシップ・オン・キャンパス」を取り入れ、新たなイノ
ベーション教育を行うことを特徴としている。同コースの紹介に関して 2025 年度は HP のリニューア
ルを行っている（図 3.1）。
　産学官共創コースでは、産業界と大学が協力し、専門とする工学の研究力を基に社会や経済の活性
化に貢献できる人材を育成する。そのために、産学官共創コースでは大学の指導教員と産業界からの
教員が協力し、

①研究力の高度化に加えて新産業創出に寄与する人材を育成
② そのためのカリキュラムとして「研究力」に加えて「俯瞰力」「連携力」「実践力」を養う科目を

提供
③ さらに、「実践力」の養成として「インターンシップ・オン・キャンパス」を実施し、単位として

認定
の 3 点を推進している（図 3.2）。
　具体的には、大阪大学の協働研究所や共同研究講座に熱意を抱く優秀な学生を大学院入試で選抜し、
合格した場合、各専攻での専門分野の学理を学びながら、さらに、産学共同研究活動を長期の研究型
インターンシップとして学内で行う「インターンシップ・オン・キャンパス（ IoC）」を推進する。学
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生にとっては工学研究科の単位として認定され、共同研究講座においては博士人材が戦力として加わ
るというメリットが生まれる。また、博士後期課程に進学の意思を示し、合格した際には博士前期課
程 2 年の 4 月に遡って奨学金（もしくは奨励金）の支給を可能としている。
　さらに、社会人に対しては社会人博士として本コースで実務をしながら基礎研究などに関わって頂
くことが可能である。例えば、共同研究講座の研究員の方が阪大で実務をしながら社会人博士を取る
といった活動がし易くなる。
　また、ビジネスエンジニアリング専攻の産学官共創コースでは起業志向型博士人材の育成の取組と
して「アントレプレナーシップ型」を 2024 年度に新設し、大学院入試を実施している。受験生自身の
事業内容を学内における社会課題解決型事業化活動として認定する「ビジネス・オン・キャンパス」
なる概念を提唱し、単位や学位論文として認定している。自身の事業を行いながら学業を両立し易い
点が特徴である。博士学位の取得は自身が CEO や CTO としての活動の際に国際的な信用の意味から
もメリットとなる。アントレプレナーシップ型には 2025 年度は博士前期課程に 3 名が入学しており、
博士後期課程 1 名もアントレプレナーシップ型に所属換えを行っている。
　このように、大学の指導教員と産業界からの教員が協力して学術的視点と事業化視点での研究指導

図 3.1　工学研究科　産学官共創コース
ホームページ https://www.mit.eng.osaka-u.ac.jp/ioc/

図 3.2　産学官共創コース　人材育成のイメージ
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を実施し、産業志向型博士人材および起業志向型博士人材の育成を推進している。2025 年度のイン
ターンシップ・オン・キャンパス受け入れの実績を表 3.1 に示す。既に次年度の産学官共創コース入
学者の入試も終えており、今後の産学官共創コースの学生の活躍が大いに期待される。

表 3.1　産学官共創コースの在籍者（2025 年度）

博士前期課程
10 名

（内訳）アルバック未来技術協働研究所 6 名、洋上風車システムインテグレーショ
ン共同研究講座 1 名、アントレプレナーシップ型　3 名

博士後期課程

7 名
（内訳）アルバック未来技術協働研究所 2 名、日本製鉄材料基礎協働研究所 1 名、
培養肉社会実装共同研究講座 1 名、先端細胞制御化学（TOPPAN）共同研究講座
1 名、アントレプレナーシップ型　2 名

（2）産学官共創コースの教育効果
　産学官共創コース所属の学生 12 名を対象に、インターンシップ・オン・キャンパスの教育効果に関
するアンケートを実施した（2026 年 3 月実施）。インターンシップ・オン・キャンパスの活動を通じ
て得られた学習効果について、5 段階評価での回答（「5」非常に向上した←→「1」全く向上しなかっ
た）により整理した結果を図 3.3 に示す。いずれの項目も標準値（3.0 点）以上の学習効果を得てお
り、特に、「専門的な知能・技能」は高い値を示している。

　また、図 3.4 にインターンシップ・オン・キャンパスの満足度を示す。研究の進捗状況に関する自
身の満足度は控えめであるものの、いずれも標準値（3.0 点）以上の評価を示している。さらに、自
由記述欄でのコメントを表 3.2 に示す。

図 3.3　インターンシップ・オン・キャンパスにより得られた学習効果
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表 3.2　アンケート回答の自由記述

（問い合わせ先）
大阪大学大学院工学研究科　産学官共創講座事務局　
E－mail: creation@mit.eng.osaka－u.ac.jp
担当教職員：ビジネスエンジニアリング専攻　 中川　貴教授、倉敷哲生教授、難波美帆准教授、  

向山和孝助教、成田江里事務補佐員

図 3.4　インターンシップ・オン・キャンパスの満足度



87

3.3 グローバル若手研究者フロンティア研究拠点

　工学研究科では、科学技術振興調整費「戦略的研究拠点育成」プログラム（2001 年度採択）により
国際的に魅力ある卓越した研究拠点を目指し、工学研究科長のリーダーシップのもと、組織運営改革、
挑戦的基礎研究や産学共同研究を推進してきた。
　また、2006 年度には文部科学省「若手研究者の自立的研究環境整備促進プログラム」に採択され、
以下に示す 3 つの重点項目を実現するために特別キャリアパス（テニュアトラック制）を設けた。
　・国際的・社会的にグローバルに評価される優秀な教員の確保
　・研究教育に挑戦的で次代を担い、組織運営においてもリーダーとなる教員の育成
　・大学にとって重要分野の強化や育成につながる戦略的人事の達成
　同年、工学研究科内に「グローバル若手研究者フロンティア研究拠点」を設置し、テニュアトラッ
ク制の運用、将来の工学研究科の核になる人材の採用と育成を始動した。さらに、文部科学省人材育
成費補助事業「テニュアトラック普及・定着事業」（2011 年度～ 2013 年度および 2015 年度）および
工学研究科の自主経費による「グローバル若手研究者フロンティア研究拠点」（2016 年度以降）を核
として、現在までテニュアトラック制の継続と定着化を推進してきた。
　現在の特別キャリアパス（テニュアトラック制）の概要は図 3.5 に示す通りである。

若手拠点運営委員長 髙井　重昌　　挨拶　～新しい人事制度づくりを目指して～

　テニュアトラック・プログラムは大学の人事制度（特に若い教員の人事）
を抜本的に変えることを目的に立ち上げられました。
　すなわち、工学研究科長直轄のもと大学にとって必要な人材を募集・採択
し、若手研究者の人員配置を行い、自立した環境で大学という教育・研究の
場に適した教員を育成することが、テニュアトラック・プログラムの方向性
であります。その結果、若いエネルギーによって工学研究科の将来の方向付
けを行うことを可能にしてきました。

図 3.5　特別キャリアパス（テニュアトラック制）の概要
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　このプログラムのコンセプトを継承する「グローバル若手研究者フロンティア研究拠点」は、附属
フューチャーイノベーションセンター（2020 年 4 月改組）に設置されており、国際的に優れた若手人
材の採用や研究助成、人事交流を通じた将来のイノベーションを牽引する優れた若手人材の育成に向
けて邁進しています。
　ぜひ、多角的な視点を持ちグローバルな活動を望む若い研究者の方々に応募していただき、若いエ
ネルギーによって、工学研究科の将来の方向付けを行う、新しいスタイルの大学人になっていただき
たいと思います。

（1）グローバル若手研究者フロンティア研究拠点の運営体制
　テニュアトラック教員は、工学研究科長の直轄人事のもと附属フューチャーイノベーションセンター
内グローバル若手研究者フロンティア研究拠点に所属する。また、関連専攻から講義や学生指導の機
会および研究スペースの提供を受け、研究上のアドバイスをするためのメンター教員が指名される。
　拠点の運営は、外部委員を含む 6 名で構成される若手育成委員会および工学研究科の教授 10 名で構
成される若手拠点運営委員会によってなされる。採用選考や中間評価、テニュア審査は、外国人およ
び国内他機関研究者等による評価と若手拠点運営委員会による審査をもとに若手育成委員会が最終決
定を行う。若手拠点運営委員会の委員は、テニュアトラック教員に対し専攻の枠を超えた助言や指導
にあたり、研究以外に関するメンターの役割も担う。
　また、拠点での活動を通じて、テニュアトラック教員同士の専攻横断的な人的繋がりが形成される
体制となっている。
　2025 年度には採用選考を 2 回実施し、2026 年度着任を含む 2 名の採用を決定した。さらに、2022
年度採用者のうち 1 名および 2023 年度採用者のうち 1 名について中間評価を行った。

（2）テニュアトラック教員
　国際公募により採用したテニュアトラック教員は累計 60 名となった（表 3.3）。これらの教員は、
自立した研究環境を持ち、教育・研究の場である大学に適した教員となるべく研鑽を続けており、原
著論文や国際会議等での発表、競争的資金の獲得が多数あるほか、文部科学大臣表彰若手科学者賞受
賞者や大阪科学賞の受賞者も複数輩出している。
　2025 年度には新たに 2 名が着任し、2026 年 3 月末現在、グローバル若手研究者フロンティア研究拠
点に在籍するテニュアトラック教員は 12 名となった。
　それらの教員プロファイルを次頁以降に示す。

表 3.3　年度ごとの採用者数

年度 採用者数 年度 採用者数 年度 採用者数 年度 採用者数
2006 5 2011 5 2016 0 2021 2
2007 5 2012 5 2017 1 2022 3
2008 5 2013 3 2018 0 2023 4
2009 4 2014 4 2019 1 2024 4
2010 4 2015 3 2020 0 2025 2

 採用者数の累計 60
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テニュアトラック教員紹介　～2022年度採用～

氏 　 名： 本間　健太 / HOMMA Kenta
http://www.chem.eng.osaka-u.ac.jp/~matsusaki-lab/

メ ン ター： 応用化学専攻
分子創成化学講座　生体材料化学領域
教授　松﨑　典弥

研 究 分 野： 高分子科学、メカノバイオロジー、組織工学
キーワード： メカノトランスダクション、微小環境、刺激応答性高分子、ゲル、細胞老化

Mechanotransduction, microenvironment, stimuli-responsive polymer, gel, senescence

研究テーマ： 細胞の力覚機構を通して細胞操作する高分子足場材料の創製
Creation of a polymeric scaffold for control of cell functions through 
mechanotransduction

研 究 概 要： 細胞は生体内で微小環境から様々な機械刺激を受けており、そのような外力が細胞内
で生化学シグナルとして伝達する（メカノトランスダクション）ことで細胞機能が発
現する。従って、外部からの機械刺激を時空間制御する細胞足場を創製できれば、細
胞メカノトランスダクションを解明するプラットフォームになるだけでなく、機械刺
激によって細胞操作することで組織工学や再生医療への応用が期待される。本研究で
は細胞に牽引刺激を印加する光応答性高分子や粘弾性制御可能なゲル足場を創製し、
細胞分化や老化など生命現象の制御を目指している。

成果・業績： 原著論文：
1） Itsuki Miyaguni, Kenta Homma, Michiya Matsusaki, Incorporation of Visible Light-

Responsive Push-Pull Azobenzene into Polymer Networks toward the Construction 
of Photodynamic Hydrogel Scaffolds, ACS Macro Lett., 14, 2025, 1418-1424. 

2） Kenta Homma, Yoshihisa Matsumoto, Yasushi Tanimoto, Kyoko Masui, Chie 
Hosokawa, Takashige Omatsu, Fabrication of Biocompatible Helical Fibers Using 
an Optical Vortex Beam, Chem. Asian J., 20, 2025, e00361. 

競争的資金：
1） 科学研究費助成事業、若手研究、老化細胞表面の DPP IV を標的としたセノリ

ティック高分子の創製、2024 年度
2） 科学研究費助成事業、若手研究、弾性率履歴が規定する核内エピジェネティッ

ク再編成の解明、2026 年度
3） 科学研究費助成事業、学術変革領域（A）公募研究、光応答性ゼラチンゲルを用い

た細胞機械記憶と老化制御機構の解明、2026 年度



90

テニュアトラック教員紹介　～2022年度採用～

氏 　 名： 山本　智也 / YAMAMOTO Tomoya
https://www-molpro-mls.eng.osaka-u.ac.jp/

メ ン ター： 応用化学専攻
分子創成化学講座　ケミカルバイオロジー領域
教授　菊地　和也

研 究 分 野： ケミカルバイオロジー
キーワード： 蛍光プローブ、19F MRI、超分子ゲル

fluorescent probe, 19F MRI, supramolecular gel

研究テーマ： 超分子複合体に着目した化学プローブ開発
Development of chemical probes focused on supramolecular complex

研 究 概 要： 細胞内ではリン脂質の膜形成やタンパク質の凝集など、分子複合体の形成が細胞活動
に重要な役割を担います。このような分子複合体の物性を測定することで、疾病や細
胞活動のメカニズムを解明することができます。私はこれまでに、タンパク質が形成
する液滴のゲル化をレシオ蛍光イメージングによって可視化する蛍光プローブや、細
胞膜の微小な流動性の違いをレシオ蛍光イメージングによって可視化する蛍光プロー
ブも開発しました。また、生体分子が形成する分子複合体の性質を応用して、MRI プ
ローブ等のマテリアルを作製する研究も行っています。

成果・業績： 口頭発表：
山本智也、杉望未、菊地和也 細胞膜の流動性を可視化するレシオメトリック二重蛍
光プローブの開発、日本ケミカルバイオロジー学会第 19 回年会、2025 年 6 月 5 日
Tomoya Yamamoto, Kodai Fukushima, Shiho Sugiura, Kazuya Kikuchi “Design and 
size regulation of lipid-based fluorine MRI probes: fluorinated lipid nanodiscs and 
nanostructured lipid carriers”, World Molecular Imaging Congress 2025, 2025 年 10
月 3 日

競争的資金：
大阪大学共創機構　第 3 回「シーズ育成グラント」、　神経変性疾患の発症機構解明
に向けた液滴ゲル化過程のレシオ蛍光イメージング、2025 年度～ 2027 年度
日本学術振興会　科学研究費助成事業、若手研究、脂質が形成するナノ粒子を基盤
とする 19F MRI 造影剤の開発、2025 年度～ 2026 年度
日本学術振興会　科学研究費助成事業、学術変革領域（A） 膜界面生物学　公募班、
流動性解析による液滴 - 膜界面接触誘導型細胞膜形状変化の原理解明、2026 年度～
2027 年度
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テニュアトラック教員紹介　～2023年度採用～

氏 　 名： 安井　孝介 / YASUI Kosuke
https://www-chem.eng.osaka-u.ac.jp/hirano-lab/index.html

メ ン ター： 応用化学専攻
分子創成化学講座　分子触媒化学領域
教授　平野 康次

研 究 分 野： 新規有機合成反応の開発
キーワード： クロスカップリング、遷移金属触媒、スルホキシイミン、ラジカル

cross-coupling, transition-metal catalyst, organocatalyst, sulfoximine

研究テーマ： スルホキシイミンを多機能性官能基とする新規変換手法の開発
Development of unprecedented synthetic methods enabled by sulfoximine

研 究 概 要： 「複数の機能をもつ官能基の新規変換手法の開拓」というコンセプトに基づき、高難度
分子変換法を追究している。多機能な官能基としてスルホキシイミンを駆使し、基質
の立体反転をともなうクロスカップリング反応を見出した。一般に、クロスカップリ
ング反応は基質の立体化学を保持して進行するのに対し、本反応は例外的に基質の立
体化学が反転する。
　スルホキシイミンのカチオン性誘導体の変換法の開発にも取り組んだ結果、高ジア
ステレオ的な変換法を見出した。従来のカチオン性官能基は高い反応性ゆえに、ジア
ステレオ選択的に変換することは困難であった。スルホキシイミンのカチオン性は高
い反応性と選択性を両立できる点で画期的である。

成果・業績： 原著論文 : 
1） Yasui, K.*; Tomishima, Y.; Miura, T.; Yamazaki, K.; Hirano, K., Stereoselective 

Preparation and Pd-catalyzed Suzuki-Miyaura Cross-coupling of Alkenyl 
Sulfoximine, Angew. Chem. Int. Ed. 2025, 64, e202420949. （Selected as a VIP） 

2） Yasui, K.*; Miyaoka, M.; Tomishima, Y.; Hirano, K., Stereoselective Generation and 
Use of α-Fluorovinyl Radicals via Mesolytic Cleavage of C （sp2） -S Bond of 
α-Fluorovinyl Sulfoximines, Bull. Chem. Soc. Jpn.. 2025, 98, uoaf043. （BCSJ 
Award） 

その他 原著論文 12 報
特許：

1） 安井孝介、西村日奈、平野康次「新規なフッ化ビニリデン等価体」特願 2025-
006195

学会発表：
・Pacifichem 2025（Hawaii, USA, 2025 年 12 月 15 ～ 20 日） 
・日本化学年会 第 106 回春季年会（日本大学、2026 年 3 月 17 ～ 20 日） 5 件
他 7 件

その他：
・第 65 回 UBE 学術振興財団 奨励賞
・第 40 回若い世代の特別講演
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テニュアトラック教員紹介　～2023年度採用～

氏 　 名： 寺川　成海 / TERAKAWA Shigemi
http://snp.ap.eng.osaka-u.ac.jp/JPN/Welcome.html

メ ン ター： 物理学系専攻
応用物理学コース　表面ナノ物性領域
教授　坂本　一之

研 究 分 野： 表面科学、低次元物性、ナノサイエンス
キーワード： 2 次元物質、ファンデルワールスヘテロ構造、光電子分光

2D materials, van der Waals heterostructures, photoelectron spectroscopy

研究テーマ： 2 次元物質と vdW ヘテロ構造における新奇物性・機能の開拓
Exploration of novel properties and functionalities in 2D materials and vdW 
heterostructures

研 究 概 要： 原子数層分の厚さしかない 2 次元物質は、それ自体が 3 次元固体と異なる特殊な物性
を示すだけでなく、異なる 2 次元物質を積層させたヘテロ構造においては、近接効果
による相互作用を通して、新奇物性の創出や物性制御が可能となる。私は分子線エピ
タキシー法を用いて、2 次元物質を 1 原子層単位で制御して成長させることで自然界
には存在しない物質を創製し、光電子分光や X 線磁気円二色性測定など様々な実験手
法を用いて電子が織りなす物性の解明に取り組んでいる。

成果・業績： 原著論文：
（1） S. Terakawa, B. Liu, et al., “Proximity Induced Magnetic Anisotropy and Trefoil 

Fermiology in Monolayer FeCl2/Bi （111）”, Adv. Mater., e21534 （2026）. 
（2） Y. Toichi, R. Okuda, I. Yamamoto, S. Terakawa, and K. Sakamoto, “ Electronic 

Structures of Thallium Islands Grown on Si （111）”, J. Phys. Soc. Jpn. 94, 123703
（2025）.　他 1 報

解説：
（1） 八田振一郎、寺川成海、“層状物質超薄膜の成長と物性”、固体物理 60、565

（2025）．他 1 報
口頭発表：
（1） 寺川成海、劉健強、Amilcar Bedoya-Pinto、Niels B. M. Schröter、坂本一之、

“原子層磁性体 FeCl2 における磁性と電子状態の層数依存性”、日本物理学会第
80 回年次大会、広島大学、2025 年 9 月 18 日．他 2 件

競争的資金：
（1） 科研費 研究活動スタート支援、「原子層磁性体／ラシュバ超伝導体ヘテロ積層

構造の創製と電子状態の解明」、2024 ～ 2025 年度． 
（2） 公益財団法人京都技術科学センター、「化合物分子線エピタキシー法による原

子層磁性ヘテロ構造の創製」、2025 年度． 
（3） 公益財団法人日本板硝子材料工学助成会、「超伝導ダイオード効果の実現に向

けた原子層強磁性体／超伝導体ヘテロ積層構造の開拓」、2025 ～ 2027 年度．
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テニュアトラック教員紹介　～2023年度採用～

氏 　 名： 中谷　勇希 / NAKAYA Yuki
https://www-chem.eng.osaka-u.ac.jp/furukawa/index.htm

メ ン ター： 応用化学専攻
物質機能化学講座　固体物理化学領域
教授　古川　森也

研 究 分 野： 不均一系触媒
キーワード： 不均一系触媒、合金、クラスター、ナノ粒子、炭化水素のアップグレード

heterogeneous catalysis, alloys, oxides, nanoparticles, clusters, single-atom

研究テーマ： 高効率な新規不均一系触媒の開発
Development of highly efficient heterogeneous catalysts

研 究 概 要： 固体触媒分野においては、これまで粒径 2nm 以上の単金属・合金ナノ粒子を活性点と
する触媒開発が主に行われてき。これに対し、本研究では 2nm 未満の「金属クラス
ター」に着目している。クラスターは極めて不安定で合成が困難なため、触媒分野に
おける未開拓領域の 1 つである。本研究では、サイズや合金組成を自在に制御する高
度な精密合成技術を基盤とし、ナノ粒子は一線を画すクラスター特有の幾何学的・電
子的構造を生かした、炭化水素のアップグレードを可能とする新規触媒の開発に取り
組んでいる。

成果・業績： 原著論文：
1.  Y. Nakaya, K. Shimizu, S. Furukawa, “Subnanometric Platinum-Germanium Clusters 

for Efficient Propane Dehydrogenation Catalysis”, Small, 2026, in press

2.  Y. Nakaya, A. Okada, S. Furukawa, “Distorted Surface Ensembles in Platinum-
Antimony for the Durable Catalytic Dehydrogenation of Methylcyclohexane”, JACS 
Au, 2025, 5, 1956-1964

研究費取得状況（代表）：
1．日本学術振興会、科学研究費助成事業、研究活動スタート支援、2024-2025 年度
2．日本学術振興会、科学研究費助成事業、若手研究、2025-2026 年度
3．共同研究 A 社、2025 年 2 月－継続
4．石油学会、研究助成、2025 年 4 月－2026 年 3 月
5．住友財団、2025 年度基礎化学研究助成、2025 年 11 月－2027 年 11 月
6．大倉和親記念財団、研究助成 若手研究者部門、2025 年 12 月－2027 年 3 月
7．花王 芸術・科学財団、花王科学奨励賞、2026 年 4 月－2027 年 3 月
8．野口研究所、野口遵研究助成、2026 年 4 月－2027 年 3 月
9．徳山科学技術振興財団、研究スタートアップ助成、2026 年 6 月－2027 年 6 月
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テニュアトラック教員紹介　～2023年度採用～

氏 　 名： 天満　健太 / TEMMA Kenta
https://lasie.ap.eng.osaka-u.ac.jp/home_j.html

メ ン ター： 物理学系専攻
応用物理学講座　ナノフォトニクス領域
教授　藤田　克昌

研 究 分 野： 光学、顕微光学、非線形光学、医工学
キーワード： 超解像、蛍光、非線形、補償光学、ラマン分光

Super-resolution, fluorescence, nonlinear, adaptive optics

研究テーマ： 生体内部の観察に向けた非線形超解像蛍光顕微鏡の開発
Super-resolution fluorescence microscopy using nonlinear fluorescence responses for 
volumetric imaging

研 究 概 要： 超解像顕微鏡は従来の光学顕微鏡の空間分解能を超えた観察を可能とする技術であり、
様々な光学的工夫を用いて開発されています。しかし共通して、試料表層付近でしか
機能しないという課題があります。これは焦点外からの背景光や試料の屈折率変化に
よる収差が原因です。私は非線形な蛍光応答による背景光の抑制や、補償光学による
収差補正を用いることで、これらの問題を解決し生体内部の観察が可能な超解像顕微
鏡の開発を行っています。

成果・業績： 原著論文： 
K. Temma†, R. Oketani†, T. Kubo, et al., “Selective-plane-activation structured 
illumination microscopy”, Nature Methods, 21, 889-896 （2024）.
Y. Kawamoto, Y. Okita#, K. Temma# et al., “Accurate classification of ependymomas 
and medulloblastomas using Raman spectroscopy and pilot transcriptomic profiling”, 
Spectrochim. Acta Mol. Biomol. Spectrosc., 352, 127532 （2026）.

特集記事：
天満健太、桶谷亮介、藤田克昌、“非線形応答による信号局在化を利用した超解像顕
微鏡”顕微鏡、60 巻 2 号（2025）

競争的資金：
日本学術振興会、科学研究費助成事業、基盤研究 B（代表）、”多細胞組織観察に資
する非線形超解像蛍光顕微鏡の開発”、2026-2028 年度
中谷財団、奨励研究助成金（代表）、”開口外構造化照明による紫外光励起蛍光顕微
鏡法の超解像化”、2026-2027 年度



95

テニュアトラック教員紹介　～2024年度採用～

氏 　 名： 足立　寛太 / ADACHI Kanta
http://dfm.mech.eng.osaka-u.ac.jp/

メ ン ター： 機械工学専攻
機能構造学講座　機能材料力学領域
教授　中村　暢伴

研 究 分 野： 超音波物性
キーワード： 超音波共鳴法、相転移、弾性定数、内部摩擦

Resonant ultrasound spectroscopy, Phase transition, Elastic constants, Internal friction

研究テーマ： 固体材料の相転移におけるひずみカップリング機構の解明
Study of strain coupling in solid materials undergoing phase transitions

研 究 概 要： 固体材料では、構造相転移、磁気相転移、強誘電相転移など多様な相転移を示します。
これらの発現機構は物質ごとに大きく異なりますが、格子ひずみを伴うという点は多
くの相転移に共通する本質的特徴です。本研究では、この格子ひずみと秩序変数の相
互作用、すなわちひずみカップリング機構に着目しています。私は、超音波共鳴法を
用いて 10-1300 K という広い温度範囲で弾性定数と内部摩擦を高精度に測定すること
で、相転移に伴う弾性異常および非弾性異常を詳細に追跡しています。これにより、
相転移の臨界挙動やひずみカップリング機構を弾性応答および音響エネルギ散逸の観
点から明らかにすることを目指しています。

成果・業績： 原著論文：
1.  S. Ueda, K. Adachi, and N. Nakamura, Hydrogen response of nanogap palladium 

nanoparticles fabricated on polydimethylsiloxane using resistive spectroscopy, Jpn. 
J. Appl. Phys.（2026） in press

2.  R. Ura, K. Adachi, and N. Nakamura, Hydrogen gas sensing using platinum 
nanoparticles with nanogaps, J. Appl. Phys. 139（2026） 104503

3.  M. A. Carpenter, R. J. Harrison, J. Shaw-Stewart, K. Adachi, M. S. Senn, C. J. 
Howard, A linear/quadratic order parameter coupling description of the Verwey 
transition in magnetite, Fe3O4, Acta Crystallogr. B: Struct. Sci. Cryst. Eng. Mater. 
81（2025） 427

4.  K. Adachi, S. Mukai, K. Higami, T. Saito, N. Nakamura, Versatile confocal microscopy 
for imaging objects oscillating at frequencies exceeding the frame rate, Appl. Phys. 
Lett. 126（2025） 263704

口頭発表：
1.  K. Adachi and Michael A. Carpenter, Strain coupling behavior of the skyrmion 

host Cu2OSeO3 from resonant ultrasound spectroscopy, The Sixth Joint Meeting of 
the Acoustical Society of America and the Acoustical Society of Japan, December 
3, 2025

2.  K. Adachi, S. Mukai, K. Higami, T. Saito, and N. Nakamura, Development of a 
method for capturing confocal images of periodically moving objects at frequencies 
beyond the frame rate, The 46th Symposium on Ultrasonic Electronics, November 
13, 2025

3.  K. Adachi, H. Ogi, and N. Nakamura, Resonant ultrasound spectroscopy for 
piezoelectric relaxation by hopping conduction in Fe-doped GaN: accurate 
determination of piezoelectric coefficients, The 2025 IEEE International Ultrasonics 
Symposium, September 18, 2025

4.  足立 寛太、脇 裕之、鍛造 TiAl 合金 Ti-43Al-5V-4Nb の高温弾性および非弾性特
性、日本機械学会 2025 年度年次大会、2025 年 9 月 9 日
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テニュアトラック教員紹介　～2024年度採用～

氏 　 名： 元根　啓佑 / MOTONE Keisuke
https://aoki-lab.wraptas.site/

メ ン ター： 生物工学専攻
生物工学講座　微生物機能工学領域
教授　青木　航

研 究 分 野： 生物工学、生物物理学
キーワード： ナノポア、生体分子計測

Nanopore, Biomolecule measurement

研究テーマ： ナノポアセンシングを基盤とする次世代タンパク質計測技術の創出
Development of a nanopore sensing platform for next-generation protein analysis

研 究 概 要： タンパク質が生体分子と織り成す相互作用を理解することは、生命機能の基本原理の
解明や、それに基づく薬剤・バイオテクノロジーの開発に繋がります。しかし、従来
法による相互作用計測は感度や並列性に欠け、相互作用の全貌はブラックボックスの
ままです。私はこれまで、ナノポアセンシングと呼ばれる分析技術を利用して、タン
パク質のアミノ酸配列や翻訳後修飾などを読み取る手法を開発してきました。本研究
では、この技術を応用してタンパク質間相互作用を大規模並列的に 1 分子計測する方
法論を提唱し、プロテオミクスの変革に挑戦します。

成果・業績： 原著論文：
（1） Motone K et al., Multi-pass, single-molecule nanopore reading of long protein 

strands. Nature 633, 662-669（2024） 
（2） Takagi T, Aoyama K, Motone K, Complete genome sequence of Flavobacteriaceae 

sp. strain GF1, isolated from the phycosphere of a coral endosymbiotic 
dinoflagellate. Microbiology Resource Announcements. 14, e01184-24（2025） 

競争的資金：
（1） AMED 研究者育成支援研究奨励事業（創薬関連分野）、ナノポアを用いた 1 分

子プロテオミクスの実現に向けた「amino acid caller」の開発、2022-2024 年度
（2） JST 創発的研究支援事業、ナノポアセンサーを基盤とする大規模並列 1 分子相

互作用計測、2024-2027 年度
（3） 科研費 基盤研究（B）、1 分子タンパク質シーケンシングを応用したバインダー

ライブラリの一斉評価系の確立、2025-2027 年度
（4） 科研費 学術変革領域研究（A）（公募研究）、抗体デザインのためのモデル学

習を加速する次世代計測プラットフォームの構築、2025-2026 年度
（5） 科研費 学術変革領域研究（A）（公募研究）、アセンブリ形成を制御する配列

規則のハイスループット解析技術の創出、2026-2027 年度
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テニュアトラック教員紹介　～2024年度採用～

氏 　 名： 東　和樹 / HIGASHI Kazuki
http://www-ims.mech.eng.osaka-u.ac.jp/

メ ン ター： 機械工学専攻
知能制御学講座　知能機械システム学領域
教授　東森　充

研 究 分 野： ロボット工学、ロボットマニピュレーション
キーワード： 多指ロボットハンド、シナジー制御、水圧駆動ロボット

Multi-fingered robotic hand, Synergy control, Water-driven robot

研究テーマ： 低コスト・低自由度・器用な多指ロボットハンドのための流体シナジー
Fluid Synergy for Low-Cost, Low-DoF, and Dexterous Multi-Fingered Robotic Hands

研 究 概 要： 人の身の回りで働くロボットには、人にとって安全で取り扱いやすいこと、および人
間と同程度の操作能力が求められる。流体シナジーとは、流体駆動アクチュエータが
流路を介して形成するネットワークに対し、それらへの圧力分布を低自由度で制御す
る手法である。本研究では、多指ロボットハンドを低コスト・低自由度・器用に構成
可能な流体シナジー理論の構成と、それを実現するハードウェアの開発を行う。

成果・業績： 原著論文：
（1） S. Ishihara, A. Ikegami, M. Nakauma, T. Funami, A. Shibata, K. Higashi, M. 

Higashimori: Food Texture Estimation of Gel-Type Foods by Using a Vision-
Based Tactile Sensor, Food Science and Technology Research, vol. 32, no. 1, pp. 
15-25, 2026.

口頭発表：
（1） 東和樹、東森充 : 深層学習を用いた低自由度制御のためのシナジー獲得、第 43

回日本ロボット学会学術講演会予稿集、3C4-02、2025．
（2） 高橋尚史、東和樹、東森充 : 複数関節を低自由度で制御できる水圧シナジー弁、

日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス部門ロボティクス・メカトロニク
ス講演会 2025 講演論文集、1A1-O05、2025． 

他 7 件
その他：
（1） ワークショップ「SI マニピュレーション若手の会」、第 26 回計測自動制御学

会システムインテグレーション部門講演会、2025 年 12 月
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テニュアトラック教員紹介　～2024年度採用～

氏 　 名： 原　惇也 / HARA Junya
https://www.sip.comm.eng.osaka-u.ac.jp

メ ン ター： 電気電子情報通信工学専攻
通信システム工学講座
メディア統合コミュニケーション工学領域
教授　田中　雄一

研 究 分 野： サンプリング定理、センサ配置問題、最適化、グラフ信号処理
キーワード： AIoT、ビッグデータ解析、センサネットワーク、マルチモーダルセンシング

AI-and-IoT, big data analysis, sensor networks, multi-modal sensing

研究テーマ： 多様なセンサに対応した超スマートセンシング技術
研 究 概 要： IoT センサを含む汎用センサから取得される多様なビッグデータに対して、効率的な

記録・解析を可能にするデータ圧縮およびサンプリング手法の開発に取り組む。セン
シングは、ノイズ除去、予測制御、圧縮、サンプリング、復元など多様な要素を含み、
その応用は IoT、自動運転、スマートシティ、医療・ヘルスケアなど広範囲に及ぶ。本
研究では、多様なセンサデータに対し高精度かつ高速なスマートセンシング技術の確
立と、AI や機械学習を活用した新たな技術展開を追求し、日本の未来を支える基盤技
術の確立を目指す。

成果・業績：　国際会議 8 報：
1.  R. Kaneko, J. Hara, H. Higashi, Y. Tanaka, “Unrolled denoising of attributes on 

graphs with local-and-global smoothness assumption, ” The 33rd European Signal 
Processing Conference（EUSIPCO）, pp. 2432-2436, Palermo, Italy, September 2025. 

2.  K. Yanagiya, J. Hara, H. Higashi, Y. Tanaka, Time-Varying Edge Removal Scheduling 
for Network-based Epidemic Control, Proceedings of the ISCIE International 
Symposium on Stochastic Systems Theory and its Applications, Osaka, Japan, 
November 2025, pp. 96-101

3.  T. Fukuhara, J. Hara, H. Higashi, Y. Tanaka, “ Joint Graph Estimation and Signal 
Restoration for Robust Federated Learning,” 35th IEEE International Workshop on 
Machine Learning for Signal Processing （IEEE MLSP 2025）, Istanbul, Turkey, 
September 2025. 

国内会議 11 報
競争的資金：宮田若手研究者研究支援制度
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テニュアトラック教員紹介　～2025年度採用～

氏 　 名： 原　征大 / HARA Masahiro
http://www-ade.prec.eng.osaka-u.ac.jp/index.php

メ ン ター： 物理学系専攻
精密工学講座　先進デバイス工学領域
教授　渡部　平司

研 究 分 野： 半導体デバイス工学
キーワード： ワイドギャップ半導体、パワーデバイス、半導体デバイスプロセス

Wide-bandgap semiconductor, power device, device processing

研究テーマ： ワイドギャップ半導体のデバイス物理解明とプロセス開発
Device physics and processing for wide-bandgap semiconductors

研 究 概 要： 炭化ケイ素（SiC）や窒化ガリウム（GaN）をはじめとするワイドギャップ半導体は、
電力変換時の損失を大幅に低減可能な次世代の低損失パワーデバイス用材料として期
待されている。一部のデバイスは既に実用化されているものの、材料が本来有するポ
テンシャルを発揮できていない。本研究では、デバイスの性能および信頼性の向上を
妨げる、ワイドギャップ半導体に特有の物理的要因の解明と、その理解に基づいたプ
ロセスの開発に取り組む。これにより、ワイドギャップ半導体デバイスの社会実装お
よび普及による省エネルギー社会の実現を目指す。

成果・業績： 原著論文（他 共著論文 2 件）：
［1］ M. Hara et al., “Analysis of trap-assisted tunneling current at non-alloyed contacts 

formed on heavily ion-implanted n-type SiC,” Journal of Applied Physics 137, 
135704（2025）. 

［2］ M. Hara et al., “Generation process of hole traps thermally induced in SiO2/
GaOx/p-GaN metal-oxide-semiconductor structures,” Journal of Applied Physics 
138, 055705（2025）. 

［3］ M. Hara et al., “A three-step surface treatment and its impacts on electrical 
properties of c- and m-face GaN/Al2O3 MOS structures,” Materials Science in 
Semiconductor Processing 196, 109606（2025）. 

［4］ M. Hara et al., “Reduction of hole traps in GaN MOS structures by high-pressure 
oxygen annealing,” Applied Physics Letters 127, 162105（2025）. 

学会発表（招待講演）：
［1］ M. Hara et al., “Characterization and Reduction of Hole Traps in GaN MOS 

Structures,” 248th ECS Meeting, Chicago （Oct. 15, 2025）.［ Invited］ 
競争的資金：
［1］ 科学研究費助成事業、若手研究、「界面特性モデリングに基づく窒化ガリウム

MOS デバイスの低オン抵抗追求」（2025 年度開始）． 
［2］ 「輝け、未来。」SCREEN ホールディングス公募型共創研究制度（FS）、「窒化

ガリウム MOS 構造中正孔トラップの起源解明」（2026 年度開始）．
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テニュアトラック教員紹介　～2025度採用～

氏 　 名： 垣内　勇哉 / KAKIUCHI Yuya
https://htosakaeng.wixsite.com/my-site-1

メ ン ター： 応用化学専攻
分子創成化学講座　分子設計化学領域
教授　劒　隼人

研 究 分 野： 触媒科学、有機金属化学
キーワード： 触媒、有機金属、分光学、計算科学、小分子活性化

Catalysis, Organometallic complex, Spectroscopy, Computational chemistry, Small 
molecule activation

研究テーマ： 不均一系触媒模倣型有機金属錯体を用いた小分子酸化物の有機合成への応用
Surface-inspired molecular catalysis on small oxygenates as a chemical feedstock

研 究 概 要： CO2 に代表される小分子酸化物は、あらゆる化学プロセスから生じる普遍的な廃棄物
群であり、その削減及び資源化は環境負荷低減の観点から危急の課題である。酸化物
の変換においてはこれまで多段階の還元が主な手法であったが、一方で酸化物分子を
そのままに近い状態で有機物の構造に取り込むことができれば、廃棄物を化学資源と
して転換しうる有望な手法となることが期待される。本研究では、酸化物小分子の活
性化に高い反応性を有する不均一系触媒の表面構造を模倣して、NO や CO2 など小分
子酸化物の高効率かつ精密な変換を可能とする分子触媒を設計し、また有機合成へと
直接的につなげる方法論を探索する。

成果・業績： 総説：
（1） Zachariah J Berkson, Weicheng Cao, Domenico Gioffrè, Christoph J Kaul, Lukas 

Lätsch, Yuya Kakiuchi, Alexander Yakimov, Christophe Copéret. NMR 
Signatures of Transition-Metal Nuclei: From Local Environments and Electronic 
Structures to Reactivity Descriptors in Molecular and Heterogeneous Catalysis, 
JACS Au 2025, 5, 7, 2911-2931

国際学会における発表：
（1）  Yuya Kakiuchi, “Discerning Reactivity of Metal-Nitrogen Multiple Bonds from 

15N Solid-state NMR Spectroscopy”, The 7th Conference on Advanced Organic 
Synthesis （CAOS-7） & Digi-TOS Joint symposium, Hsinchu, Taiwan, 
2026.01.11.  

競争的資金：
（1） 科研費若手研究採択、「ニトロシル錯体の金属―窒素多重結合性を利用した一

酸化窒素の有機変換反応」、2026 年度開始
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（3） グローバル若手研究者フロンティア研究拠点シンポジウム
　2025 年 10 月 6 日、工学研究科センテラスサロ
ンにて「グローバル若手研究者フロンティア研究
拠点シンポジウム」を開催し、研究コンシェルジュ
や共創コンシェルジュ、テニュアトラック OB 教
員を含む 21 名が参加した。本シンポジウムは特別
講演および若手教員による研究紹介の二部構成

（表 3.4）で行われた。
　冒頭、大政工学研究科長から、日本の科学技術
政策において、若手研究者の育成・支援に重点を
置かれている中で、グローバル若手研究者が大阪
大学の様々な活動の原動力となることを期待して
いるとメッセージをいただいた。
　特別講演には、工学研究科電気電子情報通信工
学専攻 丸山美帆子教授をお迎えし、研究者として
の信念、結晶工学の知見を生かした異分野融合、
イノベーションにおける積極的な取り組み等につ
いてご講演をいただいた。その内容は後に記す。
　続いて、工学研究科の次世代を担う若手教員の
中からテニュアトラック教員 6 名および若手卓越
教員 1 名による研究紹介が行われた。質疑応答で
は活発なディスカッションがなされ、分野を超える連携と発想によって生まれる新規課題の発掘が芽
生える機会にもなった。
　懇親会も開催され、大政工学研究科長をはじめ、日々、若手研究者の育成にご尽力くださる先生方、
若手教員が参集し、交流が深められた。

図 3.6　シンポジウムポスター
（一部、発表順の変更あり）

図 3.7　大政研究科長ご挨拶
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表 3.4 　グローバル若手研究者フロンティア研究拠点シンポジウムプログラム

13：00 開会挨拶 大政健史　教授　工学研究科長

13：10 特別講演 丸山美帆子　教授　電気電子情報通信工学専攻
「境界領域を切り拓く結晶成長―医学との協働が導く次世代研究―」

14：10 若手教員研究紹介 「弾性率の履歴により細胞老化を調節可能な光架橋性生体高分子足場の開発」
本間健太　助教　フューチャーイノベーションセンター / 応用化学専攻

（R4 年度採用テニュアトラック教員）

14：30 若手教員研究紹介 「多機能性官能基による有機合成の新機軸」
安井孝介　助教　フューチャーイノベーションセンター / 応用化学専攻

（R5 年度採用テニュアトラック教員）　

14：50 若手教員研究紹介 「開かれた環境における人とロボット群との協働アーキテクチャ」
末岡裕一郎　助教　フューチャーイノベーションセンター / 機械工学専攻

（R7 年度採択若手卓越教員）

15：10 若手教員研究紹介 「臨床医療に資する光計測技術の開発」
天満健太　助教　フューチャーイノベーションセンター / 物理学系専攻

（R5 年度採用テニュアトラック教員）

15：30 若手教員研究紹介 「金属クラスターへの展開による高性能固体触媒の開発」
中谷勇希　助教　フューチャーイノベーションセンター / 応用化学専攻

（R5 年度採用テニュアトラック教員）　

15：50 若手教員研究紹介 「窒化ガリウム半導体パワーデバイスの性能・信頼性向上」
原　征大　助教　フューチャーイノベーションセンター / 物理学系専攻

（R7 年度採用テニュアトラック教員）

16:10 若手教員研究紹介 「反応性を「視る」化学：分光学を用いた触媒分子軌道の理解とその応用」
垣内勇哉　助教　フューチャーイノベーションセンター / 応用化学専攻

（R7 年度採用テニュアトラック教員）

16:30 閉会挨拶 倉敷哲生　教授　附属フューチャーイノベーションセンター長

図 3.8　グローバル若手研究者フロンティア研究拠点シンポジウム懇親会
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特別講演「境界領域を切り拓く結晶成長―医学との協働が導く次世代研究―」
大阪大学大学院工学研究科 電気電子情報通信工学専攻　丸山　美帆子 教授

～研究者としての原点、ビジョンとタイプ～

　私は、地球環境問題への興味が深かった
ことから東北大学理学部地球科学系に進学
しました。そこで、地球を理解するという
意味で大事なキーマテリアルであり、私の
原点である結晶成長に出会いました。そし
て、今、結晶成長の過程や結晶構造、結晶
組織などを「見る・計測する・評価する」
に加え、結晶核の形成や成長の速度・大き
さ・形を「制御する」ことで、結晶成長を
横軸とする様々な研究に携わっています。
　研究者の価値観には、人とのつながりや
ワークライフバランス、社会貢献、ステータス、未知への挑戦、専門性の追求など様々な軸がありま
す。だからこそ、私は、研究を続ける上で『いま、研究は楽しいですか？幸せですか？』と問い続け
ています。自分が今後どんなタイプの研究者を目指すのか。時折、そのことを考え直し、目標を定め
直していくことが大事だと思っています。
　さて、研究者には、技術先行型で特定の分野を深掘りしていくタイプとテーマ先行型のタイプがあ
ると思います。前者のタイプは工学分野に多いタイプで、オンリーワン技術でできることを探して深
掘りしますが、連携は生まれにくくなります。一方、私のような後者のタイプは、知りたいことや解
決したいことがあると、前者のタイプ同士の架け橋になったり、分野を超えた発想へとつながったり
できると考えています。

～「なぜ」から「役に立つ」への転換～

　私は、東北大学理学部地球科学系の恩師から「なぜ？」を重視してサイエンスを楽しむ研究姿勢を学
ぶとともに、結晶成長を軸にした幅広い研究テーマに触れ、結晶成長の横方向への広がりを知りました。
　その後、地球科学の観点から『人の役に立つ結晶をつくる』研究に取り組みたいと考え、大阪大学
工学研究科 森勇介教授の研究室の扉を叩きました。森教授は、結晶工学の視点を他分野へ広げていく
こと、世の中の問題を解決することについて圧倒的なフレキシブルさを持つ研究者です。「なぜ？」を
重視していた私は、森教授から「なぜ？や原理は二の次でいい」「役に立つかどうかが重要」という学
びを得て、結晶化技術の開発研究に打ち込んでいました。
　そんなある日、名古屋市立大学医学部の先生から「結晶工学の視点から、未だ十分に解明されてい
ない尿路結石の形成過程を研究できないだろうか」というご相談を受けました。それが、次にお話し
する医工連携研究 METEOR Project の始まりでした。

～METEOR Project と仲間～

　尿路結石とはどんなものかを知ったとき、私は『結石は隕石に似ている。だから、尿路結石の形成
過程の解明には隕石研究の考え方を適用すればいい』と提案しました。隕石研究では限られた小さな
石から最大限の情報を得て、宇宙・過去環境を追いかけます。「尿路」はとても小さな領域に思えます

図 3.9　特別講演：丸山美帆子教授
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が、体内の水循環が出口で問題を起こすものが「尿路結石」ならば地球の水循環にとても似ています。
つまり、小さな結石から人体内における水の環境・循環、生物が生きるために非常に重要な Ca や P

などの循環に、結晶工学の視点でどこまで切り込んでいけるかが、非常に大事だと直感したのです。
　この提案には非常に興味が集まりました。私自身もアナロジーシンキングやクロスドメインイノベー
ションの重要性を強く感じており、アクティブな研究者にテーマの本質的な面白さ、やりがいを説明
して仲間を集めました。今、結晶や隕石、岩石、鉱物、理論、薬学、医学、生体材料など、多岐にわ
たる 50 人以上の研究者とつながり、サイエンスをやるときに最も大事な「楽しみながら研究する」が
実現できているのです。
　多くの仲間の中でも、METEOR Project の大きな推進力になった研究者がおられます。田尻理恵先
生と田中勇太郎先生です。結石内の Ca を溶かした切片をサンプルとする従来法では、タンパク質分
布を評価できませんでした。しかし、田尻先生の高度な技術で尿路結石を「できるだけそのまま」薄
片化でき、田中先生の蛍光免疫染色法でタンパク質分布を μオーダーで評価できるようになりました。
薄片の美しい構造ができた理由こそ形成機序の解明につながると私は考えています。私の話を聴いて

「やってみましょう」と言ってくれた田尻先生のエンジョイサイエンス、細胞に用いる染色法を硬い石
に使ってみた田中先生のクロスドメインイノベーションが形成機序の解明を可能にしてくれました。
　これまでに、私たちは、尿路結石が細胞内で結晶化する最初のきっかけや重症化のきっかけになる
条件を解明してきました。尿路結石は日本人の生涯罹患率 12％以上というよくある病気ですが、治療
後 5 年以内の再発率は 5 割にも達し、想像を絶する激痛を抱えた結石患者さんは救急車の出動を要請
します。同時に、すぐに駆けつけなくては亡くなってしまう患者さんも救急車の出動を要請するでしょ
う。医療現場では、医療リソースが非常に限られる中で「尿路結石を予防できないか」と切望してい
ます。そして、従来の視点にとらわれず尿を冷却して検査することに着眼した私たちは、尿中の特徴
的な結晶がバイオマーカーとして有効であることを発見しました。今、新たな予防法・治療法の開発
を進めているところです。

～学際的研究から得た学びと今後へのメッセージ～

　これまでの異分野連携、学際的共同研究を通して、『類似点や共通点を探すこと』と『思いついたア
イデアを人に伝えること』のふたつがイノベーション創出の起点であると、私は実感しています。研
究の目的や方法、時間やサイズが全然違っていても共通点があるかもしれない。それを見出し、新し
い組み合わせに挑めば、これまでにない発想が生まれる。『新しいアイデアは笑われるかもしれない』
けれど、心や分野の壁を壊せば、新たなアイデアを受け入れるコミュニティや柔軟に挑戦できる環境、
本音を語り合える仲間ができる。そして、その一歩は新たな研究を育てる原動力となり、大きな価値
を生み出します。
　私は「一歩引いて行動しなさい。本当にできる人は目立たない」と言われて育ちました。出る杭に
なって傷つかないようにという父の愛情の現れでしたが、『いいことを思いついた！でも、話したら笑
われるかもしれないし話すのはやめよう』と考えてしまうトラウマを抱えていました。ところが、根
岸和政先生のカウンセリングを通して「思ったことを口にしていい」と理解し、「尿路結石は隕石に似
ている」と言う勇気が持てるようになりました。理学部地球科学系の私にとっては 100 万年前も最近
のことですが、医師は一分一秒を争っています。そんな文化の違いもあり、失敗して元気をなくすこ
ともありますが、カウンセリングで悩みを根本解決し、心の元気で研究を進めていくのです。皆さん
にも、そうあっていただければと思います。
　全てを本音で話せる大勢の仲間たちがいる私のチームは強い。これからもますます強くなっていく。
だから、『この先には見たことのない景色が広がっている』と信じて、私は研究を進めていけるのです。
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3.4 若手研究・産学連携支援

（1）工学研究科 Innovation Bridge ～産学連携共同研究支援助成～
　工学研究科では 2002 年度に先端基礎研究の成果にもとづく高度なものづくりの実現、産学連携によ
る新産業創出とその活性化を目指すために「マッチングファンド方式産学連携共同研究」を開始し、
2016 年度以降は若手教員に限定して支援を行ってきた。
　2023 年度には「工学研究科 Innovation Bridge ～産学連携共同研究支援助成～」と改称し、工学研
究科の若手教員による企業との共同研究の活性化に加え、将来的な企業への技術移転や社会実装、大
型国家プロジェクトへの参画、共同研究講座・協働研究所の設立などにつながる意欲と構想にあふれ
た研究課題を支援している。
　さらに、社会変革を伴うイノベーション創出、それらを牽引する優秀な人材育成、ベンチャー起業、
学内グラントとの連携を視野に入れ、2025 年度も支援を実施した。その概要を表 3.5 に示し、採択課
題 1 件について次頁で紹介する。

表 3.5　工学研究科 Innovation Bridge ～産学連携共同研究支援助成～ の概要

対 象

工学研究科に所属する専任の准教授・講師・助教であり、研究代表者として企業と 
の共同研究を実施する者、または 2025 年度内に研究代表者として共同研究を開始 
する予定である者。※工学研究科所属の特任教員、他部局・施設等を本務とする兼 
任教員、協力講座および協力領域の教員は対象外とする。

研 究 費 企業等の研究経費負担額（大学へ納付額）：本プロジェクト支援額＝ 2：1 ～ 1：1
ただし、本プロジェクトによる支援額は 1,500 千円を上限とする

募 集 期 間 前期募集　2025 年 5 月 30 日（金）～ 6 月 26 日（木）
後期募集　2025 年 10 月 9 日（木）～ 10 月 31 日（金）

審 査 員 大政研究科長、中野教育研究評議員、髙井財務室長（兼）CFi 副センター長、
安田社会連携室長、倉敷 CFi センター長、原 CFi 副センター長

応 募 数 前期募集 1 件、後期募集 0 件 採 択 数 前期募集 1 件、後期募集 0 件

応募に関する
留 意 事 項

①　申請は募集ごとに 1 課題とする。
②　採択は年度内において 1 課題とする。
③　 支援期間は 2022 年度までの「マッチング方式産学連携共同研究」での採択を 

含み 2 年度を限度とする。
④　 下記のような共同研究をマッチング対象とする場合は申請対象としない。
　　・学内の協働研究所や共同研究講座において実施するもの
　　 ・企業等の研究事業として公募・採択されたもの
　　 ・共同研究費が国の資金であると判断されるもの
⑤　 共同研究の契約期間が複年である場合、共同研究契約において企業が負担する

経費のうち 2025 年度分（2025.04.01 ～ 2026.03.31 分）のみを本応募の対象と
し、その額は月数按分により算出する。

2025 年度採択課題の紹介

所属・氏名： 生物工学専攻・プトリ サスティア プラマ　Sastia Prama Putri
U R L： https://researchmap.jp/SastiaPutri
研 究 分 野： メタボロミクス、 天然物
キーワード： メタボロミクス、天然物、食品科学、農産物

Metabolomics, natural product, food science, agricultural product
採択テーマ： Exploring the Protective and Synergistic Benefits of Microbiome－Derived Ingredients 

in Skincare
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（2）その他 
1） 外部資金獲得支援

　附属フューチャーイノベーションセンター（以下、CFi）では、工学研究科の研究力を向上するた
めの取り組みのひとつとして、令和 3（2021）年度以降、工学研究科の教員を対象に科学研究費助成
事業やその他の代表的な競争的研究事業への応募および採択の状況に関する調査（以下、応募／採択
調査）を行っている。
　その情報を活用しながら、各種事業の公募・募集や学内限定の支援策に関する情報配信や応募勧奨
を実施してきた。さらに、令和 5（2023）年 8 月には研究コンシェルジュ・谷口研二特任教授をお招
きし、工学部独自の取り組みとして一部の事業を対象に、部局内限定で研究計画調書等のブラッシュ
アップ支援、模擬面接などを実施している。令和 7 年度に実施した支援の詳細を以下に記す。

科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金／科学研究費補助金）の獲得支援

　科学研究費助成事業（https://www.jsps.go.jp/j－grantsinaid/）は、人文学、社会科学から自然科学ま
で全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の自由な発想に基づく研
究）を格段に発展させることを目的とする「競争的研究費」であり、ピアレビューにより、豊かな社
会発展の基盤となる独創的・先駆的な研究に対する助成を行うものである。
　同事業の中では基盤研究種目を中心に、公募や学内支援制度の情報を配信するとともに、応募／採
択調査や個々の教員のキャリアステージを踏まえ、より適切な種目やより上位の種目への応募を後押
しするために、研究科長メッセージによる応募勧奨（対象 92 名）を行った。
　また、研究コンシェルジュによる「研究計画調書ブラッシュアップ支援」を実施し（令和 7 年 7 月
23 日～ 9 月 5 日）、基盤研究 A 1 件、基盤研究 B 10 件、基盤研究 C 2 件について支援希望があった。
これらの応募者に対し、研究計画の分かりやすさや独自性、社会的意義の明確化、オリジナリティの
ある解決アイデアの提示など、個々の応募者の特性をとらえながら精緻な助言・指導が行われた。さ
らに、研究課題名と内容の整合性、予算規模と申請区分の適合、審査員との認識ギャップを生まない
ための心がけなど、大所高所からの助言・指導も加えられ、研究計画調書の質向上が図られた。
　令和 8（2026）年度科研費への応募数は、基盤研究 A 33 件、基盤研究 B 78 件、基盤研究 C 38 件
であり、交付決定は令和 8 年 6 月上旬の予定である。

戦略的創造研究研推進事業（CREST、さきがけ、ACT-X）の獲得支援

　戦略的創造研究推進事業（https://www.jst.go.jp/kisoken/index.html）は、日本が直面する重要な課
題の達成に向けた基礎研究を推進し、科学技術イノベーションを生み出す創造的な新技術を創出する
ことを目的とした事業である。
　同事業の中でも、科学技術イノベーションの創出を目指すチーム型研究である「CREST」、科学技
術イノベーションの源泉を生み出す個人型研究である「さきがけ」、独創的・挑戦的なアイデアを持つ
若手研究者の個の確立を支援する「ACT－X」について、公募や学内説明会・支援制度の情報を配信
するとともに、応募勧奨（対象 107 名）を行った。
　また、研究コンシェルジュによる「研究提案書ブラッシュアップ支援」を実施し（令和 7 年 4 月 8
日～ 27 日）、CREST 3 件、さきがけ 5 件、ACT－X 2 件の支援希望があった。これらの応募者に対し、
領域の戦略目標にふさわしい提案書であるかをはじめ、CREST ではリーダーの指導力が発揮できる
チームや予算の構成になっているか、さきがけでは論理的に展開された理解しやすい説明で、領域メ
ンバー間の有機的連携が想定できるか、ACT－X では提案のオリジナリティや研究開発の方法論がしっ
かりと書かれているかなど、丁寧な助言・指導により研究提案書の質向上が図られた。
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　さらに、2025 年度募集に応募した 39 件のうち、面接選考に進んだ者の中で希望する者に対し模擬
面接を実施した（2025 年 7 月 14 日～ 30 日）。模擬面接は、本番と同様の形式でプレゼンテーション
と質疑応答を行い、その後に総評や改善点の助言を行うもので、研究コンシェルジュおよび CREST

やさきがけの実施経験者が模擬面接員として参加し、実践的な指導が行われた。
　2025 年度募集について実績をみると、CREST では応募 13 件、模擬面接 1 件、採択 1 件であった。
さきがけでは応募 17 件、模擬面接 3 件、採択 1 件であり、ACT－X では応募 9 件、模擬面接 1 件、採
択 2 件であった。応募数に対する採択率でみると、CREST 7.7％、さきがけ 5.9％、ACT－X 22.2％
であった。採択者の多くは複数回の応募経験があり、過去に「研究提案書ブラッシュアップ支援」や
模擬面接等の支援を利用している傾向がみられる。

創発的研究支援事業の獲得支援

　創発的研究支援事業（https://www.jst.go.jp/souhatsu/index.html）は、特定の課題や短期目標を設定
せず、多様性と融合によって破壊的イノベーションにつながるシーズの創出を目指す「創発的研究」
を推進するため、既存の枠組みにとらわれない自由で挑戦的・融合的な多様な研究を、研究者が研究
に専念できる環境を確保しつつ原則 7 年間（最大 10 年間）にわたり長期的に支援するものである。
2025 年度は二代目創発 PO 研究体制の 3 年目にあたる公募が行われた。
　同事業では、公募対象となる博士取得後 15 年以内の教員 95 名に、学内限定の創発応援セミナーや
応募支援メニューの情報配信、応募勧奨を行った。また、研究コンシェルジュによる「研究提案書作
成支援」を実施し（令和 7 年 8 月 18 日～ 9 月 5 日）、申し込みがあった 1 名に対して提案内容や研究
計画について詳細な助言・指導を行われた。2025 年度募集には 26 件の応募があり、面接選考（令和
8 年 1 月中旬～ 3 中旬）の後、令和 8 年 4 月下旬以降に採択決定、同年 8 月以降に研究開始の予定で
ある。
　さらに、2024 年度公募の面接選考（令和 7 年 4 月中旬～ 5 月下旬）にあたっては、全学組織である
経営企画オフィスにお力添えをいただいた模擬面接のほか、研究コンシェルジュによる面接選考資料
やプレゼンテ―ションへの助言・指導の結果、応募 30 件のうち 6 件が採択された（2025 年 8 月公
開）。採択率は全国平均 11％を遙かに上回る 20％という非常に優れた成果をあげることができた。現
在、工学研究科には創発研究者 22 名が在籍している。

その他事業等の獲得支援

　研究コンシェルジュによる支援は、前述の事業や研究種別にとどまらず、応募を希望する研究者の
要望に応じて、幅広く柔軟に実施されている。
　例えば、科学研究費助成事業「学術変革領域（A）」や「NEDO 先導研究プログラム／未踏チャレ
ンジ」、「NEDO 太陽光発電導入拡大等技術開発事業」への応募に際し、研究計画書・研究提案書のブ
ラッシュアップ支援に加え、面接選考に向けた支援が行われた。特に「NEDO 先導研究プログラム／
未踏チャレンジ」では、研究コンシェルジュによる伴走支援が大きな力となり、採択につながった。
　このほか、日本学術振興会賞、文部科学大臣表彰若手科学者賞、大阪科学賞などへの申請において
も、候補者選出に関する助言や、候補者が作成する申請書のブラッシュアップが行われ、その結果、
受賞へとつながっている。
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2） OSTEC 関連交流シンポジウム

　大阪科学技術センター（OSTEC, Osaka Science & Technology Center）は、科学技術の振興ならび
に関西産業発展のための諸事業を行う財団法人であり、関西地域の産学共創のパートナーとなること
を目指し、次世代人材の育成に取り組んでいる。OSTEC と大阪大学大学院工学研究科は 2020 年より
人材育成・教育にかかる連携協力協定を締結しており、この協定に基づいてシンポジウムや企業－工学
研究科 / テクノアリーナグループとの連携推進セミナーを実施している。この連携推進セミナーは、
工学研究科教員が持つ技術シーズを 300 社を超える OSTEC 賛助会員企業に紹介し、共創を促進する
ための試みである。今年度も図 3.10 に示すリーフレットを作成し企業等に周知してセミナー参加者を
募った。
　セミナーは 2025 年 10 月 3 日（金）にセンテラスサロンにて行った。前半に工学研究科教員による技
術シーズ紹介、後半は教員ごとにポスター・成果物・動画などを持ち込んだブースを設け、参加者が
ブース間を自由に移動し議論を行う交流会形式としている。研究シーズを紹介いただいた講演者、テー
マ名を以下に示す。資料作成の負荷等を考え、新技術説明会でのご発表経験を重視し、また企業側か
らの要望が多い技術分野を踏まえて講演者を決定した。

　① 清野　智史 准教授（ビジネスエンジニアリング専攻）
　　　　「さまざまな基材に貴金属ナノ粒子を強固に固定化する技術」
　② 徐　　于懿 准教授（応用化学専攻）
　　　　「バイオポリマーを用いた海洋生分解性プラスチックの開発と海水応答による崩解制御」
　③ 大参　宏昌 教授（物理学系専攻）
　　　　「高密度プラズマを用いた金属表面・サブ表面活性化接合技術」

　企業参加者 17 名を含む計 20 名の参加があり、後半の交流会では各講演者のブースに参加者が列を
なして活発に議論する様子が見られ、盛会のうちに終了した。当日の様子を図 3.11 に示す。
　セミナー終了後、参加者、講演者、運営側に対してアンケートを実施した。総じて参加者の満足度
は高く、通常知ることのない様々な技術シーズを知ることができたという声が多く聞かれた。セミナー
後、個別の面談、共同研究に進んだ例もあった。一方で紹介された技術分野、テーマに一貫性がない
ことや、紹介する技術シーズ数を増やすべきといった改善を求める意見をいただいている。OSTEC と
の連携をより効果的に産学共創につなげていくため、テーマの設定方法、時間等々を見直していく。
　最後に、秋冬学期開始早々の大変多忙ななか講演を快くお引き受けくださった講演者の先生方、企
業への希望テーマにかかるアンケート、声掛け等々ご尽力いただいた OSTEC の皆さまに深く感謝申
し上げます。
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図 3.10  OU × OSTEC 連携協力トライアルセミナーリーフレット
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図 3.11（上段、中段）技術シーズ紹介、（下段）後半交流会の様子
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3.5 「工学研究科 研究シーズ集」の発刊および情報更新

　研究者が有する研究シーズの発信は、学会発表や論文投稿だけではなく、HP やプレス記事、SNS

などを通じて様々な広がりを示している。研究シーズや成果を発信することで、関連する研究者や企
業、省庁・自治体関係者、新聞社・テレビなどのメディアとの繋がりの中から新たな課題を見出して
自身の研究に還元する契機となり、さらなる展開や新たな価値創造への発展が期待される。工学研究
科では、数多くの研究者の方々が優れた研究・教育活動を展開されている。これらの優れた研究シー
ズを学内外の関係者に分かり易く伝え、俯瞰できる研究紹介の取組みを行い、研究者と読者（読者が
有する関心・課題）との接点の共有を目的に、2021 年より工学研究科版研究シーズ集の発刊を行って
いる。
　2025 年度は、電子版シーズ集の更新を行った。電子版シーズ集については、附属フューチャーイノ
ベーションセンターの HP で公開しており（http://www.cfi.eng.osaka－u.ac.jp/seeds/）、年間を通して
新規着任者に寄稿を依頼する他、既存寄稿者向けに内容の更新を依頼している。2026 年 3 月末時点で
電子版シーズ集への掲載人数は教授版に 111 名、准教授・講師版に 104 名、助教版に 58 名となってい
る。ご寄稿いただいた研究者各位に厚くお礼申し上げる。本シーズ集を通して、次年度以降も工学研
究科の研究シーズを鮮度高く発信していく。
　その他、広報の一環として、本研究科女性研究者による座談会を開催し、その内容を記事にまとめ
た。本記事は、来年度の冊子版研究シーズ集、およびテクノアリーナパンフレットに掲載を予定して
いる。本記事を通じて、本研究科における女性研究者の活躍や研究者の魅力を広く対外的に発信する
ことを目指す。座談会にご参加いただいた丸山美帆子先生、松垣あいら先生、燒山佑美先生へ、深く
御礼申し上げる。
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図 3.12　シーズ集掲載ページ
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4 経営力企画領域

領 域 長　　倉敷　哲生

4.1 今年度の活動概要・成果

　経営力企画領域では、研究科・専攻等の財務基盤強化および研究力強化を目指して、外部組織・機
関とも連携を密接に取りながら下記の活動を行っている。

（1）寄付受入れ支援および受け入れ体制等の整備
⃝ 新入生の保護者に対してダイレクトメールを送付し寄付依頼を行った（4 月）。保護者説明会におい

て寄付依頼を行うと共に、以前より実施している一定額以上の寄付者への保護者様専用銘板プレー
トによる顕彰制度のアナウンスを行った。

⃝ 在学生保護者に対してダイレクトメールを送付し寄付依頼を行った（6 月）。その結果、多くの在学
生保護者から寄付を頂戴し、寄付勧誘の有効性が確認できた。

⃝ 専属ファンドレーザーによる寄付者へのフォロー対応と新規寄付者開拓を進めた。
⃝ 以下のとおり寄付者に対して顕彰を行った。
　・ 寄付累計額に応じて、クリスタルペーパーウェイト、クリスタル製の感謝状を贈呈した。
　・ 令和 3 年度に設置した U1W 棟 1F ギャラリーホールの銘板プレートを更新し、累計金額に基づき

寄付者の顕彰を行った。
　・ 令和 2 年度に設置した U1E 棟 1F エレベーターホールの在学生保護者専用顕彰プレートを更新し

顕彰を行った。また、一昨年度試行的に実施した保護者様限定のキャンペーンについて、好評に
より今年度も継続して実施し、該当者には記念品を贈呈した。

　・ 昨年度リニューアルした寄付パンフレットについて、最新トピックス、寄付の実績、寄付の活用
プロジェクトの写真、卒業生メッセージ、感謝の声の内容を更新した。また、昨年度新たに作成
したコンパクトサイズの携帯用パンフレットについては、寄付活動を促進するため、役員会メン
バーに必要部数を配布した。

（2）基金・資産活用の活用
⃝ 昨年度、寄付者様の意向により新たな冠奨学生制度を設立し、今年度より学業優秀者に対して奨学

援助を実施した。
⃝ 令和 2 年度に発足した「宮田若手研究者研究支援制度」を今年度も引き続き実施し、若手研究者（助

教）4 名を採択し、研究助成ならびに海外派遣助成を行った。本事業は、工学分野の研究に従事す
る若手教員に対して、新たな研究シーズ開拓に資する研究力・国際協働力の向上を目的として、研
究支援を実施するものである。令和 8 年 1 月 8 日に寄付者・宮田彰久氏（株式会社中北製作所社長）
の出席のもと授与式を執り行った。

（3）基金の立ち上げ支援
⃝ 研究科教員ならびに専攻の基金立上げの支援を行った。
⃝ 教員の研究活動支援とアウトリーチ活動として、クラウドファンディングの立上げと推進支援を行った。
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4.2 次年度（ 2026 年度）以降の計画・展望

　今年度実施した活動を継続発展させるとともに、下記の活動も展開する予定である。

（1）専攻等と研究科との連携体制強化
⃝ 本研究科と専攻同窓会との今後の連携を強化するため、各専攻同窓会のコンタクトパーソンとの連

絡体制整備と情報共有を図っていく。
⃝ 本学部・研究科卒業生のリーダー（会社経営者等）へのアプローチについては、工業会と連携しな

がら図っていく。

（2）寄付受入れ拡大にむけて
⃝ 企業からの寄付拡大を目指して、企業からの賛同が得られる学生等への支援事業の検討・立案を行っ

ていく。

（3）寄付者への魅力ある新たな記念品の贈呈
⃝ より魅力的な寄付制度にするため、寄付金額によって 1 万円コース・3 万円コース・5 万円コースを

設定し、新たな研究科オリジナル記念品を贈呈する。
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担当領域
教 育 力
企画領域

テ ク ノ ア
リーナ領域

研 究 力
企画領域

経 営 力
企画領域

センター長／教授（兼） 倉 敷 哲 生 ○ ○ ○ ○
副センター長／教授 原　　　圭史郎 ○ ○
副センター長／教授（兼） 髙 井 重 昌 ○
センター長補佐／教授（兼） 牟 田 浩 明 ○
教授（兼） 北 岡 康 夫 ○ ○

北 田 孝 典 ○ ○
中　川　　　貴 ○
上 須 道 徳 ○
藤 田 克 昌 ○

特任教授（研究コンシェルジュ） 谷 口 研 二
池 田 雅 夫

特任教授（共創コンシェルジュ） 桑　畑　　　進
特任教授 塩 谷 景 一 ○

中 村 隆 夫 ○
招へい教授 瀬　恒　謙太郎 ○

山 田 知 穂 ○
栗 本 修 滋 ○

准教授 若 本 和 仁
准教授（若手卓越教員） 緒　方　　　奨

西 井 祐 二
星 本 陽 一
杉 原 達 哉
藤 原 邦 夫
松　垣　あいら

講師（若手卓越教員） 仲 本 正 彦
講師（テクノアリーナ教員） 水　谷　　　学
助教 澤　　　裕　子 ○ ○

岩 堀 健 治 ○ ○
関 根 仁 美 ○ ○

助教（テニュアトラック教員） 本 間 健 太
山 本 智 也
安 井 孝 介
寺 川 成 海
中 谷 勇 希
天 満 健 太
足 立 寛 太
元 根 啓 佑
東　　　和　樹
原　　　惇　也
原　　　征　大
垣 内 勇 哉

■フューチャーイノベーションセンターメンバー
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担当領域
教 育 力
企画領域

テ ク ノ ア
リーナ領域

研 究 力
企画領域

経 営 力
企画領域

助教（若手卓越教員） 増 田 容 一
松 﨑 賢 寿
兒 玉 拓 也
元 根 啓 佑
末　岡　裕一郎

助教（テクノアリーナ教員） 田　中　勇太朗
招へい教員 浅 岡 陽 介 ○
特任研究員（広報コンシェルジュ） 浅 井 和 弘 ○
技術専門職員（広報戦略担当） 川 妻 恵 理 ○
特任専門職員 松 本 光 弘
特任事務職員 田 渕 智 子
事務補佐員 四 宮 庸 子

鮫　島　真里那
本　間　由美子

派遣職員 廣　中　江美子
リレーションシップコーディネーター 𠮷　田　富士江 ○

2026 年 3 月 31 日現在
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